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市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
普

及
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

【
開
館
時
間
】
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４

時
30
分

【
休
館
日
】
毎
週
水
曜
日
、
毎
月
第
２
木

曜
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日

○
リ
サ
イ
ク
ル
教
室
・
リ
サ
イ
ク
ル
実
験

室　

リ
サ
イ
ク
ル
に
関
す
る
各
種
講
座
を

開
設
し
ま
す
。

◦
講
座
開
設
日　

毎
週
１
回（
原
則
日
曜

日
）

◦
４
月
の
開
設
講
座
（
い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
午
後
１
時
）　

13
日
（
日
）
布
ぞ
う
り
、
20
日
（
日
）
紙

す
き
、
27
日
（
日
）
廃
油
石
鹸
作
り

※
開
講
日
の
前
日
ま
で
に
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。５
月
以
降
の
講

座
に
つ
い
て
は
、随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
展
示
ス
ペ
ー
ス　

再
生
品
や
市
民
の
皆

萩
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
の
拠
点
と
な
る
萩
第
二
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
（
愛

称
：
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
）
が
、
昨
年
12
月
末
に
椿
東
地
区
（
中
ノ
倉
）
に
完
成

し
、
３
月
23
日
に
竣
工
式
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す
。

１
月
か
ら
工
場
棟
は
稼
働
し
て
い
ま
す
が
、
４
月
か
ら
再
生
工
房
棟
、
資
源
ご

み
貯
留
棟
な
ど
す
べ
て
の
施
設
の
供
用
を
開
始
し
ま
す
。

萩
第
二
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩

萩
市
が
実
施
し
た
主
な
事
業

平
成
19
年
度
に
萩
市
が
実
施
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
の
う
ち
、
今
年
度
完
了
す

る
主
な
事
業
を
報
告
し
ま
す
。

※
萩
八
景
遊
覧
船
施
設
整
備
や
上
津
江
浄
水
場
施
設
整
備
、
萩
博
物
館
常
設
展

示
改
修
な
ど
、
す
で
に
市
報
で
掲
載
し
た
事
業
は
省
略
し
て
い
ま
す
。

施
設
内
容

■
と
き　

３
月
23
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
午
後
２
時

■
内
容

○
竣
工
式
（
午
前
10
時
〜
）

○
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
午
前
10
時
30
分
〜
）

◦
自
転
車
、
家
具
、
小
物
類
の
再
生
品

販
売
（
午
後
１
時
に
応
募
締
切
、
午
後

１
時
30
分
か
ら
抽
選
）

◦
自
転
車
、
家
具
類
の
補
修
実
演
、
紙

す
き
実
演

◦
廃
品
利
用
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
・
さ
き
織

り
作
品
・
ガ
ラ
ス
細
工
の
展
示

◦
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

容
器
包
装
の
手
選
別
体
験

◦
野
菜
や
福
栄
地
域
名
物
の
閲
兵
餅
の

販
売
、
ふ
ぐ
鍋
（
有
料
）、
子
ど
も
向

け
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

◆
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

　

当
日
は
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
の
駐
車

場
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
市
役
所

発
の
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
市
役
所
発
】
午
前
９
時
か
ら
午
後
１

時
ま
で
30
分
間
隔

【
萩
第
二
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
発
】

午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で
30

分
間
隔

竣
工
式
・
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

平成19年度

４月から
全面

供用開始

再
生
工
房
棟
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「
３
月
去
る
月
、
別
れ
月
」
と

い
わ
れ
る
よ
う
に
３
月
は
卒
業
式

の
季
節
。
３
月
１
日
は
県
立
高
校

の
卒
業
式
が
一
斉
に
挙
行
。
萩
商

業
、
萩
工
業
に
つ
い
て
も
、
萩

市
民
館
に
て
合
同
で
開
催
。
今
年

度
は
両
校
に
と
っ
て
最
後
の
卒
業

式
。両
校
の
卒
業
生
は
２
０
７
名
。

こ
の
う
ち
進
学
・
就
職
で
萩
の
地

に
残
る
の
は
１
割
。
卒
業
生
の
多

く
は
、
こ
の
地
を
去
っ
て
い
く
。

も
ち
ろ
ん
、
他
地
へ
就
職
す
る
場

合
で
も
、
い
ず
れ
帰
萩
し
地
場
事

業
の
後
継
者
を
志
す
者
も
い
る
だ

ろ
う
し
、
進
学
す
る
場
合
で
も
、

卒
業
後
は
萩
で
職
を
求
め
る
者
も

い
る
だ
ろ
う
。

　

３
月
６
日
に
は
、
県
立
萩
看
護

学
校
の
卒
業
式
に
参
加
。
60
名
の

卒
業
生
の
う
ち
、
そ
の
４
分
の
１

は
萩
の
医
療
機
関
に
看
護
師
と
し

て
勤
務
の
予
定
と
聞
く
。
嬉
し
い

限
り
で
あ
る
。

　

過
疎
化
と
高
齢
化
が
同
時
に
進

行
し
つ
つ
あ
る
萩
市
域
に
お
い

て
、一
人
で
も
多
く
の
卒
業
生
が
、

次
代
の
萩
を
担
っ
て
く
れ
る
若
人

と
し
て
育
ち
、
活
躍
し
て
く
れ
る

こ
と
を
切
に
期
待
し
た
い
。

■
市
長
コ
ラ
ム

No.36

◎平日の資源ごみの直接搬入
　【受入日時】毎週月〜金曜日（祝日を除く）
　午前８時 30 分〜午後４時 30 分
　【搬入できるごみ】資源ごみ（缶、びん、ペッ
　トボトル、白色トレイ、古紙・古布類、紙
　製容器包装、有害ごみ）
◎休日ごみ集積所
　【開設日時】毎週土・日曜日
　午前９時〜午後５時
　【搬入できるごみ】燃やせるごみ、資源ごみ、
　プラスチック製容器包装、燃やせないごみ

再生工場棟

４月から
「エコプラザ・萩」
に変わります

資源ごみの直接搬入
休日ごみ集積所

さ
ん
か
ら
提
供
さ
れ
た
不
用
品
を
展
示
販

売
し
ま
す
。

◆
不
用
品
の
引
き
取
り

　

各
家
庭
で
不
用
と
な
っ
た
家
具
や
自
転

車
、
衣
類
、
生
活
雑
貨
（
カ
バ
ン
・
ア
ク

セ
サ
リ
ー
等
）
を
、
軽
補
修
で
販
売
可
能

な
も
の
に
限
り
、無
料
で
引
き
取
り
ま
す
。

※
品
物
の
程
度
に
よ
り
引
き
取
り
が
で
き

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

◆
不
用
品
活
用
銀
行　

市
が
、
希
望
者
に

「
不
用
品
を
譲
渡
し
た
い
方
」
ま
た
は
「
譲

渡
を
受
け
た
い
方
」
を
斡あ
っ
せ
ん旋
し
て
い
ま
す

（
直
接
交
渉
の
た
め
有
料
の
場
合
あ
り
）。

　

４
月
か
ら
、
エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
が
窓
口

と
な
り
ま
す
。

○
再
生
工
房
室　

家
具
や
自
転
車
等
の
修

理
を
行
い
ま
す
。

○
見
学
者
ホ
ー
ル　

工
場
棟
の
作
業
ラ
イ

ン
を
安
全
に
見
学
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

萩清掃工場 至 
福
栄

装
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
紙
製
容
器
包
装
を

処
理
・
保
管
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
聞
、
雑
誌
、

段
ボ
ー
ル
等
を
保
管
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

再
生
用
大
型
ご
み
等
を
保
管

し
ま
す
。

※
駐
車
場
は
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
会
場
と

し
て
利
用
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

エ
コ
プ
ラ
ザ
・
萩
（
２
４
・
５
３
０
０
）

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
）

□
事
業
概
要

【
工
事
概
要
】

◦
鉄
骨
造
一
部
２
階
建

◦
延
べ
床
面
積　

２
５
６
５
㎡

◦
主
な
設
備　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
の
圧
縮
梱
包
設
備
（
処
理
能
力
3.6
ｔ
／

５
ｈ
）、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
圧
縮
梱
包
設

備
（
処
理
能
力
0.6
ｔ
／
５
ｈ
）

【
事
業
期
間
】
平
成
18
〜
19
年
度

【
総
事
業
費
】
約
５
億
５
９
０
０
万
円

工場棟

工場棟

資
源
ご
み
貯
留
棟

工
場
棟

倉
庫
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エ
レ
ベ
ー
タ
ー

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

Ｂ棟Ａ棟

４Ｆ

３Ｆ

２Ｆ

１Ｆ

市営住宅
６戸

市営住宅
６戸

市営住宅
６戸

市営住宅
６戸

渡り廊下

渡り廊下

老人デイサービスセンター（定員40人）
在宅介護支援センター

高齢者生活
支援ハウス
11室

福
祉
複
合
施
設

お
と
ず
れ

　

市
営
住
宅
無
田
ヶ
原
口
団
地
内
に
整

備
し
た
「
無
田
ヶ
原
口
・
福
祉
複
合
施

設
お
と
ず
れ
」
は
、
市
営
住
宅
の
建
替

え
に
併
せ
、
高
齢
者
等
の

保
健
福
祉
の
向
上
お
よ
び

増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
整
備
し
た
も
の
で
す
。

　

こ
の
施
設
は
、
椿
東
地

区
で
「
中
津
江
・
福
祉
複

椿東地区（無田ヶ原口）で平成17年度から整備
を進めてきた市営住宅無田ヶ原口団地Ｂ棟と、併
設の無田ヶ原口老人福祉施設が完成しました。

市営住宅無田ヶ原口団地

合
施
設
な
ご
み
」
に
次
ぐ
保
健
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
拠
点
と
な
る
ほ
か
、高
齢

者
生
活
支
援
ハ
ウ
ス
も
開
設
し
、４
月

１
日
か
ら
事
業
を
開
始
し
ま
す
。

【
工
事
概
要
】

◦
延
べ
床
面
積　

１
７
４
２
㎡

【
事
業
費
】
約
３
億
３
６
０
０
万
円

■
問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課
（
２
５
・
３
１
３
７
）

　

老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
の
建
替
事
業

で
、
平
成
17
年
３
月
に
完
成
し
た
Ａ
棟

に
続
き
、
今
回
は
２
棟
目
と
な
る
Ｂ
棟

が
完
成
し
ま
し
た
。
こ
の
住
宅
に
は
、

高
齢
者
向
け
の
住
宅
（
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ

ジ
ン
グ
）
を
設
け
て
お
り
、
生
活
援
助

員
が
入
居
者
の
生
活
相
談
や
安
否
の
確

認
を
行
い
ま
す
。

【
工
事
概
要
】

◦
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
４
階
建

◦
延
べ
床
面
積　

２
２
６
６
㎡

【
施
設
概
要
】

◦
１
階
：
団
地
集
会
室
、
生
活
団
ら
ん

室◦
２
〜
４
階
：
住
宅
24
戸
（
２
Ｄ
Ｋ
：

シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
14
戸
、３
Ｄ
Ｋ
：

一
般
向
け
10
戸
）

※
既
設
の
市
営
住
宅
の
建
て
替
え
の
た

め
、新
規
入
居
者
募
集
は
行
い
ま
せ
ん
。

【
事
業
費
】
約
４
億
５
９
０
０
万
円

■
問
い
合
わ
せ

建
築
課
（
２
５
・
２
３
１
４
）

無
田
ヶ
原
口
老
人
福
祉
施
設
整
備
事
業

　市内在住の一人暮
らしの高齢者等で、
独立して生活するこ
とが困難な方が入る
ことができる施設

高齢者
生活支援ハウス

市
営
住
宅
無
田
ヶ
原
口
団
地
整
備
事
業

無
田
ヶ
原
口
・
福
祉
複
合
施
設
お
と
ず
れ
が
完
成
！

市
営
住
宅
無
田
ヶ
原
口
団
地

無
田
ヶ
原
口
・
福
祉
複
合
施
設
お
と
ず
れ
が
完
成
！

市報HAGI●2008（平成20）年３月15日号 �



平山台ぶどう園

朝鳥地区 蔵屋地区

下領地区

　

平
山
台
の
果
樹
園
の
果
実
落
下
防

止
対
策
と
し
て
、防
風
垣（
３
農
園
、

１
０
６
ｍ
）
と
ブ
ド
ウ
メ
ッ
シ
ュ（
２

農
園
、約
40
ａ
）を
設
置
し
、果
樹（
桃
、

ブ
ド
ウ
）の
生
産
量
の
安
定
化
と
減
農

薬
栽
培
の
推
進
を
図
り
ま
し
た
。

【
総
事
業
費
】
約
９
０
０
万
円

や
ま
ぐ
ち
の
多
彩
な
園
芸
産
地
育
成
事
業

　

農
業
就
業
人
口
の
減
少
と
高
齢
化
に

対
応
す
る
た
め
、
ほ
場
整
備
（
1.4 

ha
）

や
獣
害
防
護
柵
（
17
地
区
、
総
延
長
約

85
㎞
）
等
を
整
備
し
、
農
業
生
産
性
の

向
上
と
地
域
農
業
の
近
代
化
を
図
り
ま

し
た
。

【
事
業
期
間
】
平
成
17
〜
19
年
度

【
総
事
業
費
】
約
３
億
６
７
０
０
万
円

農
村
基
盤
整
備
事
業

３月末完成農林業 旭
地域

農林業 田万川
地域

　

振
興
作
物
で
あ
る
ト
マ
ト
の
パ
イ
プ

ハ
ウ
ス
（
１
か
所
、
約
30
ａ
）
を
整
備

し
、
栽
培
・
管
理
作
業
の
効
率
化
に
よ

る
所
得
の
安
定
化
を
図
り
ま
し
た
。

【
総
事
業
費
】
約
２
８
０
０
万
円

　

老
朽
化
に
よ
る
堤
防
決
壊
の
危
険
が

あ
る
た
め
池
（
古こ
び
つ櫃
）
を
整
備
し
、
農

業
用
水
の
確
保
お
よ
び
下
流
域
住
民
の

安
全
の
確
保
を
図
り
ま
し
た
。

【
事
業
期
間
】
平
成
16
〜
19
年
度

【
総
事
業
費
】
約
１
億
３
７
０
０
万
円

た
め
池
等
整
備
事
業

昨年11月完成農林業 むつみ
地域

農林業 ２月完成３月末完成むつみ
地域

　

各
診
療
所
に
必
要
な
医
療
機
器
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

○
弥
富
診
療
セ
ン
タ
ー　

　

全
身
用
Ｘ
線
Ｃ
Ｔ
診
断
装
置
（
２
８
１
０
万
円
）

○
川
上
診
療
所　

電
子
内
視
鏡
シ
ス
テ
ム
（
６
２
６
万
円
）、

　

内
視
鏡
洗
浄
消
毒
装
置
（
１
１
３
万
円
）

○
大
島
診
療
所　

心
電
図
検
査
装
置
（
１
０
２
万
円
）、

　

自
動
現
像
機
（
１
３
４
万
円
）

診
療
所
医
療
機
器
整
備
事
業

医療 須佐
地域

川上
地域

萩
地域
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三
見
地
区
の
生
活
環
境
の
改
善
や
安

全
で
快
適
な
漁
業
集
落
の
形
成
を
図
る

た
め
、
平
成
16
年
度
か
ら
進
め
て
い
る

漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
の
う
ち
、
２

号
集
落
道
路
（
延
長
３
２
０
ｍ
、
幅
員

1.5
〜
４
ｍ
）
を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
、管
き
ょ
布
設
、処
理
場

整
備
、道
路
整
備
等
を
計
画・
実
施
し
て

お
り
、平
成
22
年
度
に
完
了
予
定
で
す
。

【
事
業
費
】
約
１
億
２
０
０
０
万
円

漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
（
三
見
地
区
２
号
集
落
道
）

三見浦４区

　

松
陰
神
社
、
東
光
寺
、
吉
田
松
陰
誕

生
地
な
ど
、
松
本
地
区
の
史
跡
等
を
結

ぶ
道
路
を
歩
行
者
が
安
全
に
通
行
で
き

る
よ
う
、
歩
道
等
（
延
長
2.2
㎞
）
を
整

備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
景
観
に
配
慮
し

て
、
地
区
内
で
統
一
し
た
自
然
色
に
舗

装
し
ま
し
た
。

【
事
業
期
間
】
平
成
15
〜
19
年
度

【
総
事
業
費
】
約
２
億
７
３
０
０
万
円

松
本
地
区
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

３月末完成

椎原地区

道路 萩
地域

昨年12月完成集落道 萩
地域

山崎地区

　

中
山
間
地
域
の
農
業
や
生
活
の
基
盤

を
確
立
す
る
た
め
、平
成
16
年
度
か
ら
進

め
て
い
る
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業

の
う
ち
、山
崎
・
杉
原
農
業
集
落
道（
延
長

約
1.2
㎞
、幅
員
５ｍ
）を
整
備
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
で
は
、
ほ
場
整
備
、
農
道

等
の
整
備
を
実
施
し
て
お
り
、
平
成
20

年
度
に
完
了
予
定
で
す
。

【
事
業
費
】
約
１
億
５
４
０
０
万
円

中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
山
崎
・
杉
原
農
業
集
落
道
）

　

明
木
の
二ふ
た
つ
だ
お

ッ
垰
地
区
は
市
内
有
数
の

市
有
林
造
林
地
の
た
め
、
林
道
く
り
巻

線
と
既
に
開
設
し
て
い
る
嶽
山
線
を
連

絡
す
る
林
道
（
延
長
２
９
４
ｍ
、
幅
員

４
ｍ
）
を
整
備
し
、
森
林
整
備
の
効
率

化
を
図
り
ま
し
た
。

【
事
業
期
間
】
平
成
17
〜
19
年
度

【
総
事
業
費
】
約
３
４
０
０
万
円

嶽だ
け
や
ま山
線
開
設
事
業

３月末完成林道 旭
地域

３月末完成集落道 福栄
地域

二ッ垰地区 惣之瀬地区

　

大
島
地
区
の
農
業
の
生
産
性
向
上
や

耕
作
放
棄
地
の
防
止
を
図
る
た
め
、
農

業
集
落
道
（
延
長
１
３
３
ｍ
、
幅
員
３

ｍ
）
を
整
備
し
、
生
活
環
境
基
盤
の
整

備
を
図
り
ま
し
た
。

【
事
業
期
間
】
平
成
18
〜
19
年
度

【
事
業
費
】
約
５
２
０
０
万
円

里
地
棚
田
保
全
整
備
事
業
（
大
島
農
業
集
落
道
）

　

川
上
・
福
栄
地
域
間
を
結
ぶ
重
要

な
ア
ク
セ
ス
道
路
で
あ
る
立
野
福
川
線

は
、
幅
員
が
狭
く
、
車
両
の
通
行
に
支

障
が
あ
る
た
め
、
拡
幅
工
事
（
延
長
1.2

㎞
、
幅
員
７
ｍ
）
を
行
い
、
両
地
域
の

利
便
性
と
車
両
の
円
滑
な
通
行
を
図
り

ま
し
た
。

【
事
業
期
間
】
平
成
16
〜
19
年
度

【
総
事
業
費
】
約
４
億
１
０
０
０
万
円

立
野
福
川
線
道
路
整
備
事
業

３月中旬完成道路 川上
地域

１月完成集落道 萩
地域

大島登地区
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▽平成20年度から市に移譲される事務 注）従来の県の窓口では受付ができなくなりますので、ご注意ください。

平成20年度から
権限移譲により
県の事務の一部を
市が行います！

　市では、地方分権の一環として、県に権限のある事務のうち、
身体障害者手帳の再交付や住宅の建築確認など市民の皆さんに
身近な申請手続き等の事務について、今までに 35 項目の事務
処理の権限移譲を積極的に受け入れています。
　平成 20 年度から、31 項目の事務について県から権限移譲
を受け、市役所の担当窓口で手続きができるようになります。

事　務　名 具 体 的 な 内 容 担 当 窓 口

４
月
か
ら

一般自動車道に係る測量・調査・工事等に伴
う他人の土地への立入許可に関する事務

一般自動車道に係る測量調査・工事等に伴う土地
の立入および使用の許可

都市計画課
25・3104

拠点整備促進区域内における建築行為の許可
に関する事務

拠点整備促進区域内における建築行為の許可、土
地の買取りの相手方の決定

特定路外駐車場の設置届出等に関する事務 特定路外駐車場に係る届出の義務付け、審査・指導等
市街地開発事業等予定区域内における建築行
為の許可等に関する事務

都市計画で定められた市街地開発事業等予定区域
内での建築に対する許可

市街地再開発促進区域内における建築行為の
許可等に関する事務 市街地再開発促進区域内における建築許可等

市街地再開発促進区域内の土地の買取に関する事務 市街地再開発促進区域内の土地の買取りの決定、
買い取った土地の賃貸または譲渡等

調査のための立入許可に関する事務 市街地再開発事業に係る測量、調査のための土地
や建築物への立入の許可、許可証の交付等

第一種市街地再開発事業施行区域内における
建築行為の許可等に関する事務 事業施行予定地区内での建築行為等の許可等
個人施行者による土地区画整理事業の施行の
認可に関する事務 個人で土地区画整理事業を行う場合の認可等

土地区画整理組合の設立認可等に関する事務 土地区画整理組合の設立認可（事業認可に相当）、
定款・事業計画の変更認可等

土地区画整理会社による土地区画整理事業の
施行の認可に関する事務

区画整理会社施行の認可、変更・廃止認可、取消、
検査等

土地区画整理事業施行区域内における建築行
為の許可等に関する事務

土地区画整理事業施行区域内における建築行為の
許可等

個人施行者等への換地計画の認可等に関する事務 土地区画整理事業を個人・組合が行う場合の換地
計画の認可、変更認可等

防災都市計画施設の区域内における建築行為
の許可等に関する事務 防災都市計画施設の区域内における建築許可

流通業務地区内の建築行為の許可等に関する事務 流通業務地区の施設建設等の許可、違反施設の移
転、除却等の命令等

優良宅地の認定に関する事務 1,000㎡以上の造成に係る宅地が優良宅地の基準
に適合していることの認定等（１ha 未満）

都市計画区域内における開発行為の許可等に
関する事務

開発行為の許可、完了検査、完了の公告等（１ha
未満）

優良住宅の認定に関する事務 土地の譲渡に伴う 1,000㎡以上の一団の宅地にお
ける住宅の認定（１ha 未満）

建築課
25・2314

高齢者向け優良賃貸住宅供給計画の認定等に
関する事務

民間活力を活用して供給する高齢者向け優良賃貸
住宅建設に係る供給計画の認定等

終身賃貸事業の認可に関する事務 バリアフリー化された住宅を賃貸する事業認可等

特定優良賃貸住宅の供給計画の認定等に関する事務 民間の土地所有者等が中堅所得者向けに建設する
特定優良賃貸住宅建設に係る供給計画の認定等

特定優良賃貸住宅の入居者の資格に係る認定
の基準の特例に関する事務

特定優良賃貸住宅で一定期間以上空家になってい
る場合の入居者資格の特例の承認

未熟児の養育医療に関する事務 未熟児に対する養育医療の申請の受理、給付の決
定、養育医療券の交付等 健康増進課

26・0500未熟児の訪問指導に関する事務 未熟児の保護者への訪問指導

保安林内の土地の形質変更等の許可に関する事務 立竹伐採、立木損傷、家畜放牧、下草・落葉・落
枝の採取、土石・樹根の採掘、開墾等の許可

林政課
54・2478

萩地域農林事務所
各総合事務所経済課

違反行為等に対する監督処分に関する事務
（上記事務に係るもの） 立竹伐採中止・復旧命令、植栽の実施命令等

調査のための発掘届出受理等に関する事務 調査のための発掘をする場合の届出受理、指示等 文化財保護課
25・3835土木工事等のための発掘届出及び遺跡の発見

届出に関する事務
土木工事等の目的で遺跡を発掘する場合や遺跡を
発見した場合の届出受理、停止命令等

市町立学校の職員（県費負担職員）に係る諸
手当の認定に関する事務 県費負担職員の諸手当の認定 学校教育課

25・3558
10
月
か
ら

屋外広告物のうち、はり紙等の除却に関する
事務 違反はり紙・立て看板等の除却 まちなみ対策課

25・3647除却広告物等の保管手続に関する事務 除却広告物等の保管、公示、売却等
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２
月
28
日
、
17
人
の
児
童
生
徒
に
第
３
回
の
萩
市
子
ど

も
栄
光
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
子
ど
も
栄
光
賞
は
、
小
学
校
６
年
間
、
中
学
校
３
年
間

の
在
学
期
間
中
に
、
文
化
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
、
教
育
諸

活
動
に
お
い
て
特
に
栄
誉
を
与
え
る
に
値
す
る
業
績
を
収

め
た
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

萩
市
子
ど
も
栄
誉
の
記
録

文
化
、
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
、
そ
の
他
教

育
諸
活
動
の
各
分
野
で
県
１
位
の
記
録

を
残
し
た
児
童
生
徒（
の
べ
１
０
８
人
）

を
紹
介
し
ま
す
。

平成19年度

◆
対
象
と
な
る
大
会
等

①
県
お
よ
び
そ
れ
以
上
の
規
模
で
公
募
さ
れ

た
大
会
等
、
②
原
則
と
し
て
文
部
科
学
省
、

山
口
県
教
育
委
員
会
、
ま
た
は
学
校
教
育
に

深
い
関
わ
り
の
あ
る
県
以
上
の
研
究
会
等
が

主
催
し
た
コ
ン
ク
ー
ル
・
発
表
会
等

■
文
化
部
門 

▽
小
学
校　
【
明
倫
小
３
年
】
米
城
慧
さ
と
し、【
明

倫
小
６
年
】
池
田
匠し
ょ
う
ご
吾
、
大
草
怜れ

な奈
、
奥

川
優ゆ
う
み海
、
長お
さ
か
け掛
留る

み美
、
兼か
ね
き
よ清
仁じ
ん
や哉
、
廣
石

拓た
く
み美

、
松
本
万ま

り

え
里
江
、
金
子
雅ま
さ
の
り典

、
久
保

英ひ
で
ゆ
き之

、
桑
原
弥み
さ
き咲

、
小
枝
は
づ
き
、
瀬
畑

奈な

な々

、高
井
里り

さ彩
、松
田
壮そ
う
へ
い平

、井
原
健
た
け
る、【

椿

東
小
５
年
】
石
井
秀
み
の
る、【
椿
東
小
６
年
】
津

室
宙ち
ゅ
う
た
ろ
う

太
郎
、【
育
英
小
４
年
】
山
根
勇は
や
と人
、

山
根
拓た
く
み海
、【
育
英
小
６
年
】 

重
永
航こ
う
へ
い平

▽
中
学
校　
【
萩
東
中
１
年
】 

藤
原
智と
も
き生
、 

岡
村
萌も
え
か花
、【
萩
東
中
３
年
】
萬
よ
ろ
ず

彩あ
や
か花
、

吉
松
佳か

お

り
緒
里
、波
多
野
新し
ん、【

萩
西
中
２
年
】

大
中
麻ま

い衣
、【
萩
西
中
３
年
】
波
多
野
楓か
え
で、

【
大
井
中
２
年
】
木
原
佐さ

き季
、
柴
田
真ま

ほ帆
、

【
田
万
川
中
３
年
】
吉
岡
那な

な菜
、【
福
栄
中

２
年
】
世
良
真ま

な

み
奈
美

■
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
部
門

▽
小
学
校　
【
明
倫
小
４
年
】
河
か
わ
し
ま嶌
雄た
け
み海
、

河か
わ
し
ま嶌
欣よ
し
み海
、
烏
田
華は
る
き希
、
波
多
野
匡
た
す
く、【
明

倫
小
５
年
】
福
間
友と
も
こ子
、
小
田
怜れ

な奈
、
横

山
栞か
ん
な奈

、
阿
武
瑞み
ず
き季

、
池
部
ち
ひ
ろ
、【
明

倫
小
６
年
】
岩
田
あ
ゆ
み
、
大
森
直な
お
と仁

、

新
谷
亮り
ょ
う
た

太
、
井
上
祐ゆ
う
た太

、
田
邉
真ま

り

こ
梨
子
、

金
子
里り

づ

む
摘
夢
、
三
輪
綾あ
や
か香

、
瀬
畑
奈な

な々

、

河
村
有ゆ

き紀
、
岩
崎
優ゆ

か花
、
奥
川
優ゆ
う
み海
、【
椿

東
小
３
年
】
岩
崎
真ま
さ
や弥
、【
椿
東
小
４
年
】

迫
田
千ち
さ
と智

、【
椿
東
小
５
年
】
山
本
靖せ
い
や也

、

吉
光
信し
ん
ご悟
、
村
木
光
ひ
か
り、【
椿
東
小
６
年
】
安

達
智と
も
や哉
、【
越
ヶ
浜
小
６
年
】土
井
雅ま
さ
こ子
、【
椿

西
小
４
年
】
和
田
弦げ
ん
や也
、【
椿
西
小
５
年
】

國
廣
桃も
も
こ子

、
中
屋
美み

ほ稔
、
野
村
咲さ

き希
、
三

井
菜な

な

こ
々
子
、【
椿
西
小
６
年
】
穴
井
優ゆ
う
み湖

、

古
屋
栄ひ
で
き樹

、【
三
見
小
６
年
】
尾
方
亮り
ょ
う
た

太
、

木
村
京け
い
が雅
、【
大
井
小
６
年
】
田
中
郁い
く
や也 

▽
中
学
校　
【
越
ヶ
浜
中
１
年
】
阿
部

高た
か
し志
、
岡
凌り
ょ
う
た太
、
秋
守
一か
ず
き樹
、【
越
ヶ
浜

中
３
年
】
本も
と
つ
ね常
浩こ
う
い
ち
ろ
う

一
郎
、
秋
尾
琢た
く
ろ
う朗
、

阿
部
直な
お
や也
、【
萩
東
中
１
年
】
案
野
翼つ
ば
さ、

山
本
晃こ
う
き己
、
國
廣
紀き

こ子
、【
萩
東
中
２
年
】

岡
伸の
ぶ
ま
さ昌
、
木
村
翔し
ょ
う
ま真
、
東
野
華か

な菜
、
和

田
直な
お
や也

、
古
屋
大ひ
ろ
き樹

、
横
田
修し
ゅ
う
や也

、
上

田
祐ゆ
う
き輝

、
岩
田
卓た
く
や也

、
小
口
時よ
し
ふ
み史

、
穴

井
康し
ず
な那

、【
萩
東
中
３
年
】
吉
田
大ひ
ろ
か
ず和

、

小
松
魁か
い
し士

、
金
子
美み
ゆ
き幸

、
竹
本
千ち
ひ
ろ紘

、

中
村
美み
さ
き咲
、
森
田
恭や
す
お生
、
藤
原
美み

さ沙
、

藤
田
千ち
さ
と賢
、
松
村
和か
ず
ま
さ真
、
伊
藤
歩あ
ゆ
む、
迫

田
裕ゆ
う
き生
、
古
川
慎し
ん
の
す
け

之
輔
、【
萩
西
中
１
年
】

坂
辻
剣け
ん
と人
、三
好
隼は
や
と人
、井
上
耕こ
う
ぞ
う三
、【
萩

西
中
３
年
】
小
松
亮り
ょ
う、

三
好
保ほ

の

か
乃
華

■
教
育
諸
活
動
部
門

▽
小
学
校 

【
椿
東
小
６
年
】角か
ど
く
ら倉

拓た
く
ま真

▽
中
学
校 

【
萩
東
中
３
年
】西
岡
由ゆ

き

こ
希
子
、

久
保
川
紗さ

き希   

■
文
化
奨
励
部
門

○
小
学
校

古
谷
鞠つ
ぐ
み実
（
椿
東
小
６
年
）  

澄す
み
が
わ川
琳り
ん
た
ろ
う

太
郎
（
多
磨
小
６
年
） 

○
中
学
校

波
多
野
新し
ん

（
萩
東
中
３
年
）

藤
田
雄ゆ
う
だ
い
大
（
萩
東
中
３
年
） 

波
多
野
楓か
え
で（

萩
西
中
３
年
）

■
体
育・ス
ポ
ー
ツ
奨
励
部
門

○
小
学
校

岩
田
あ
ゆ
み
（
明
倫
小
６
年
） 

大
森
直な
お
と仁
（
明
倫
小
６
年
） 

土
井
雅ま
さ
こ子
（
越
ヶ
浜
小
６
年
）

穴
井
優ゆ
う
み湖
（
椿
西
小
６
年
） 

古
屋
栄ひ
で
き樹
（
椿
西
小
６
年
） 

○
中
学
校

横
山
礼れ

な奈
（
木
間
中
３
年
）

吉
田
大ひ
ろ
か
ず

和
（
萩
東
中
３
年
）

森
田
恭や
す
お生

（
萩
東
中
３
年
）

竹
本
千ち
ひ
ろ紘
（
萩
東
中
３
年
）

松
村
和か
ず
ま
さ
真
（
萩
東
中
３
年
）

小
松
亮り
ょ
う（
萩
西
中
３
年
）

■
教
育
諸
活
動
奨
励
部
門

○
小
学
校

板
井
川
沙さ

や

か
也
香（
多
磨
小
６
年
）

○
中
学
校

該
当
者
な
し

第３回 萩市子ども栄光賞

受
賞
者

萩
市
子
ど
も
栄
誉
の
記
録
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◆全国高等学校選抜少林寺拳法大会（３月22日〜23日　岡山県）

全国大会出場おめでとう！

山
根
勝か
つ
よ
し
美
（
川
島
）

　

昭
和
36
年
萩
市
消
防
団
に
入

団
。
現
在
、
萩
市
消
防
団
中
央

方
面
団
副
団
長
。

消
防
庁
長
官
表
彰

（
永
年
勤
続
功
労
章
）

萩商工高校少林寺拳法部

齊
藤
五い
つ
み三
（
椿
）

　

昭
和
36
年
萩
市
消
防
団
に
入

団
。
現
在
、
萩
市
消
防
団
中
央

方
面
団
新
川
分
団
長
。

田
村
幸
一
郎
（
椿
）

　

昭
和
43
年
萩
市
消
防
署
に
配

属
。
現
在
、
萩
市
消
防
本
部
警

防
課
長
（
消
防
司
令
）。

受章おめでとう
ございます

▷後列左から、一
いちらく

楽宣
のぶあき

明（２年）、刀祢亮
りょうすけ

介（１年）、友中雄
ゆ う い ち

一（２年）、
中屋祐

ゆ う と

人（１年）、岡村徳
のりゆき

行（２年）、角屋祐
ゆ う じ

志（１年）、津守晋
しんじろう

二郎（２年）、
寺山拓

た く ま

真（１年）、横川直
な お や

也（２年）、阿曽沼敏
と し な が

良、井町健
け ん と

人（以上１年）
▷前列左から、大嶋朋

と も こ

子、宮本麻
ま ゆ

由（以上２年）、井町有
ゆ か

花、梶山
智
ち か

香、藤野有
あ き

季、三好ユリカ、山根伊
い よ な

代奈、山本千
ち あ き

晶（以上１年）

【男子】 団体演武、組演武、単独演武
【女子】 団体演武、組演武

　

市
で
は
、
景
観
に
対
す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、
自
然
・
文
化
・
歴
史
と

調
和
す
る
と
と
も
に
、
景
観
的
に
優
れ
た
も
の
を

募
集
し
、「
萩
景
観
賞
」と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。

旧
萩
市
で
平
成
９
年
度
か
ら
実
施
し
、
今
回
で
11

回
目
を
数
え
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
14
件
の
応
募
・
推
薦
が
あ
り
、
市

民
投
票
お
よ
び
萩
市
景
観
審
議
会
の
審
議
を
経

て
、
受
賞
物
件
が
決
定
し
ま
し
た
。

【
受
賞
理
由
】

　

萩
藩
永
代
家
老
益
田
家
家
臣
の
武
家

屋
敷
跡
が
残
る
町
並
み
に
、
青
々
と
し

た
ス
ギ
の
生
垣
を
施
す
こ
と
で
、
屋
敷

割
り
が
よ
く
残
り
、
潤
い
の
あ
る
景
観

と
な
っ
て
お
り
、
所
有
者
の
配
慮
が
う

か
が
え
ま
す
。

【
受
賞
理
由
】

　

約
１
３
０
年
前
に
建
て
ら
れ
た
、
茅

葺
き
の
重
厚
な
主
屋
根
を
持
つ
こ
の
建

物
は
、
周
囲
の
山
々
と
よ
く
調
和
し
て

い
ま
す
。
永
年
に
わ
た
り
伝
統
様
式
を

守
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
所
有
者
の
深
い

愛
着
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

萩
平成19年度

■
景
観
形
成
部
門

「
大
谷
家
の
生
垣
」 （
須
佐
・
本
町
中
）

■
歴
史
景
観
部
門

「
嶋
田
家
住
宅
」 （
江
崎
・
松
崎
）

景観賞
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シ
リ
ー
ズ 

健
康
づ
く
り
⑨

■
健
康
増
進
課　

☎
２
６
・
０
５
０
０

　

最
近
、
う
つ
病
や
不
安
神
経
症
な
ど

の
精
神
疾
患
に
な
る
人
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
そ
の
誘
因
は
様
々
で
す
が
、
社

会
状
況
の
変
化
や
仕
事
の
重
圧
、
人
間

関
係
の
希
薄
化
に
よ
り
「
ス
ト
レ
ス
」

を
抱
え
て
い
る
人
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

●
ス
ト
レ
ス
を
た
め
な
い
た
め
に

　
「
ス
ト
レ
ス
」
は
、
病
気
や
け
が
、

悩
み
や
不
安
、
仕
事
の
集
中
力
や
人
間

関
係
の
緊
張
、
環
境
の
変
化
な
ど
で
生

じ
ま
す
。
自
分
の
ス
ト
レ
ス
に
早
め
に

気
づ
き
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
な
ど
し

て
上
手
に
発
散
・
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し
て
、
家

族
や
仕
事
仲
間
だ
け
で
な
く
、
身
近
に

自
分
の
こ
こ
ろ
を
見
せ
ら
れ
る
人
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。「
ど
う
せ
分
か
っ
て

も
ら
え
な
い
」「
自
分
が
一
番
つ
ら
い
」

と
思
い
込
ま
ず
、
他
人
に
話
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
人
に
話
す
こ
と
で
ぐ
っ
と
気

持
ち
が
軽
く
な
り
ま
す
。

●
う
つ
病
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る

　

う
つ
病
は
「
こ
こ
ろ
の
か
ぜ
」
と
も

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
誰
に
で
も
起
こ
り

【
相
談
】

　
「
あ
な
た
が
以
前
購
入
し
た
布
団
の

こ
と
で
話
が
あ
る
」と
電
話
が
か
か
り
、

以
前
購
入
し
た
業
者
な
ら
大
丈
夫
だ
ろ

う
と
思
い
、
承
諾
し
た
。

　

翌
日
、
自
宅
に
訪
問
し
て
き
た
販
売

員
は
以
前
の
業
者
と
は
全
く
関
係
な
か

っ
た
が
、そ
の
布
団
を
見
せ
た
と
こ
ろ
、

「
専
用
の
敷
布
団
と
掛
布
団
が
必
要
だ
」

と
言
わ
れ
、
断
り
き
れ
ず
に
分
割
払
い

で
購
入
し
た
。
よ
く
考
え
た
ら
高
額
な

の
で
解
約
し
た
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

布
団
の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
ア
フ
タ
ー

ケ
ア
や
点
検
等
を
口
実
に
以
前
購
入
し

た
消
費
者
の
家
を
訪
問
し
、「
カ

ビ
な
ど
で
使
い
も
の
に
な
ら
な

い
」「
こ
の
布
団
に
は
専
用
の

マ
ッ
ト
が
必
要
」
と
言
っ
て
消

費
者
の
不
安
を
あ
お
り
、
新
し

い
布
団
等
の
購
入
を
勧
め
る
と

い
う
も
の
で
す
。

　

あ
た
か
も
、
以
前
購
入
し
た

布
団
の
販
売
店
や
製
造
業
者
に

依
頼
さ
れ
た
よ
う
に
説
明
す
る

業
者
も
あ
る
の
で
、
業
者
の
話

を
鵜
呑
み
に
せ
ず
、
本
当
に

使
い
も
の
に
な
ら
な
い
か
ど
う

訪
問
販
売
の
二
次
被
害
に
注
意
！

消費生活コーナー

か
、
価
格
が
適
正
か
ど
う
か
を
周
り
の

方
や
地
元
の
業
者
に
尋
ね
て
、
慎
重
に

判
断
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

訪
問
販
売
で
布
団
の
購
入
契
約
を
し

た
場
合
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た
日

か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
。

　

訪
問
販
売
の
他
に
も
、
資
格
商
法
や

内
職
商
法
に
つ
い
て
も
「
資
格
が
取
れ

る
ま
で
契
約
は
続
い
て
い
る
」、「
契
約

を
終
わ
ら
せ
る
た
め
の
契
約
を
」
な
ど

と
言
っ
て
契
約
を
迫
る
ケ
ー
ス
も
あ
る

の
で
、
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

萩
市
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
（
２
５
・
０
９
９
９
）

う
る
病
気

で
す
。
自

分
と
は
関

係
な
い
と

思
っ
て
い

る
方
で

も
、
何
と

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

「
声
か
け
で
こ
こ
ろ
の
通
い
合
い
」

な
く
体
が
だ
る
く
て
や
る
気
が
起
こ
ら

な
い
、
頭
痛
や
腹
痛
が
す
る
と
い
う
よ

う
に
、
い
つ
の
間
に
か
起
こ
っ
て
し
ま

う
ケ
ー
ス
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

●
あ
い
さ
つ
や
会
話
を
大
切
に

　

隣
人（
家
族
・
友
人
・
地
域
の
人
な
ど
）

か
ら
転
ば
ぬ
先
の
杖
（
手
助
け
）
を
得

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、「
こ
こ
ろ
の
か

ぜ
」
が
重
症
化
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
ご
ろ
か
ら
こ
こ
ろ
の
通
い
合
う

あ
い
さ
つ
の
励
行
や
、
直
接
会
っ
て
会

話
を
交
わ
す
こ
と
を
大
切
に
し
ま
し
ょ

う
。

●
最
後
に

　
「
シ
リ
ー
ズ
健
康
づ
く
り
」
は
今
回

で
終
了
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
は

ぎ
保
健
計
画
に
沿
っ
て
、
健
康
づ
く
り

の
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り

「
声
か
け
で
こ
こ
ろ
の
通
い
合
い
」
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前
回
は
「
物
忘
れ
」「
動
き
に
く
さ
」

に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
頭

痛
」
で
す
。
初
め
て
経
験
す
る
頭
痛
、
吐

き
気
や
し
び
れ
を
伴
う
頭
痛
、
次
第
に
ひ

ど
く
な
る
頭
痛
は
危
険
で
す
。
ま
た
頭
痛

萩
市
国
民
健
康
保
険 

弥
富
診
療
セ
ン
タ
ー  　

０
８
３
８
７
・
８
・
２
３
１
１

32

持
ち
の
方
は
タ
イ
プ
に
応
じ
た
治
療
法
が

あ
り
ま
す
。
今
回
取
り
上
げ
た
3
つ
の
頭

痛
以
外
に
も
い
ろ
い
ろ
な
原
因
が
あ
り
、

治
療
方
法
が
あ
り
ま
す
。
専
門
医
（
神
経

内
科
）
を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
に
経
験
し
た
こ
と

が
な
い
頭
痛
は
危
な
い

【
く
も
膜
下
出
血
】

　

く
も
膜
下
出
血
の
頭
痛
は
「
何
時

何
分
か
ら
」
と
分
か
る
よ
う
な
始
ま

り
方
が
特
徴
で
す
。
頭
の
中
で
何
か

が
爆
発
し
た
よ
う
な
突
発
的
な
痛
み

に
続
い
て
、
嘔
吐
が
始
ま
り
、
意

識
が
な
く
な
る
こ
と
が
多
い
の
で
す

が
、頭
痛
だ
け
の
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

頭
痛
だ
け
の
場
合
も
、
多
く
は
1

日
〜
2
日
の
間
に
本
格
的
に
出
血
し

て
、
生
命
が
危
険
な
状
態
に
な
り
ま

す
。
本
格
的
な
出
血
の
前
に
治
療
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
救
命
率

も
高
く
、
後
遺
症
の
頻
度
も
重
症
度

も
低
く
な
り
ま
す
。

　

く
も
膜
下
出
血
の
多
く
は
脳
の
う
ど
う
み
ゃ
く

動
脈

瘤り
ゅ
うが

破
裂
し
て
起
こ
り
ま
す
が
、
脳
動
脈

瘤
が
で
き
や
す
い
体
質
が
あ
り
ま
す
。
ご

両
親
や
ご
兄
弟
に
く
も
膜
下
出
血
に
な
っ

た
方
が
あ
る
場
合
や
多た
は
つ
の
う
ほ
う
じ
ん

発
嚢
胞
腎
と
い
う

腎
臓
に
た
く
さ
ん
の
水
の
袋
を
持
つ
病
気

の
方
は
危
険
が
高
い
の
で
、
脳
神
経
外

科
の
専
門
施
設
で
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

最
も
多
い
の
は
頭
の
コ
リ

【
緊
張
性
頭
痛
】

　

頭
の
後
ろ
か
ら
こ
め
か
み
に
か
け
て
重

く
し
め
つ
け
ら
れ
る
感
覚
が
あ
り
、
疲
れ

る
と
頭
痛
が
ひ
ど
く
な
る
が
、
忙
し
い
最

中
や
趣
味
を
楽
し
ん
で
い
る
と
き
に
は
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
る
、
多
く
の
方
の
頭
痛

は
こ
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

こ
の
タ
イ
プ
の
頭
痛
は
、
頭
を
支
え
て

い
る
筋
肉
や
神
経
が
疲
れ
て
起
こ
る
も
の

で
す
。
時
に
キ
リ
キ
リ
と
痛
ん
だ
り
、
左

右
ど
ち
ら
か
だ
け
が
痛
ん
だ
り
す
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
肩
こ
り
と
同
じ
も
の
で

す
か
ら
鎮
痛
剤
で
症
状
が
楽
に
な
り
ま
す

医師：中山隆安

弥富診療センター
所長

頭　痛 特　徴
中毒・電解質異常 二日酔いや嘔吐下痢に伴う頭痛など

発熱・脳炎・髄膜炎 吐き気・首振りによる痛みの増強・意識障害があ
るときは脳炎・髄膜炎の危険あり。

くも膜下出血 突発性、経験のない激しい頭痛（本文参照）

脳腫瘍 日々次第に強くなる頭痛。寝ると悪化、吐き気、
しびれを伴うこともある。

片頭痛 比較的若い女性に多い。誘因・予兆があることが
多い。特効薬がある。（本文参照）

群発頭痛
若い男性に多い。夜中に眼の奥が痛み、涙・鼻水
を伴う激しい頭痛。誘因（飲酒など）あり。特効
薬がある。

緊張性頭痛 最も多い頭痛。頭痛はあってもなんとか活動でき
る。適度な運動が有効。（本文参照）

神経痛 大後頭神経、三叉神経、舌咽神経などの神経痛。
同じ場所が同じ動作で痛くなる。

側頭動脈炎 高齢者に多い。全身の筋肉痛を伴うことがある。
失明の危険がある。

【主な頭痛とその特徴】

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
治
り
ま
せ
ん
。

　

首
や
肩
、
背
中
を
伸
ば
し
た
り
緩
め
た

り
す
る
運
動
を
続
け
る
と
有
効
で
す
。
大

き
く
腕
を
振
っ
て
歩
く
の
も
よ
い
で
し
ょ

う
。
頭
痛
薬
を
い
つ
も
服
用
し
て
い
る
と

薬
が
切
れ
る
頃
に
痛
み
が
出
る
よ
う
に
な

り
、
次
第
に
薬
の
量
が
増
え
、
頭
痛
も
ひ

ど
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

特
効
薬
が
あ
り
ま
す
【
片
頭
痛
】

　

ス
ト
レ
ス
や
食
べ
物
、
飲
酒
、
月
経
な

ど
誘
因
が
決
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、

何
ら
か
の
前
兆
が
あ
る
こ
と
も
あ
る
の
で

自
分
で
「
始
ま
り
そ
う
だ
な
」
と
分
か
る

頭
痛
で
す
。
し
ば
し
ば
吐
き
気
を
伴
い
、

身
体
の
動
き
、光
や
音
で
悪
化
す
る
た
め
、

仕
事
や
学
校
を
休
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

発
作
が
終
わ
る
と
症
状
が
な
い
の
で
受

診
し
な
い
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
発
作

を
短
時
間
で
止
め
る
特
効
薬
が
あ
り
、
ま

た
頭
痛
予
防
に
も
有
効
な
薬
が
あ
り
ま

す
。

頭
痛
に
つ
い
て　
（
神
経
内
科
の
診
療
）
そ
の
２

＊

＊

＊
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３
月
１
日
、
市
民
館
で
、
萩
商
業
・
萩

工
業
高
校
の
最
後
の
卒
業
式
が
合
同
で
行
わ

れ
、
２
０
７
人
が
母
校
を
巣
立
ち
ま
し
た
。

　

式
に
は
、
萩
商
業
１
０
２
人
、
萩
工
業

１
０
５
人
の
卒
業
生
と
、
萩
商
工
１
・
２
年

生
や
保
護
者
が
出
席
。卒
業
証
書
授
与
の
後
、

卒
業
生
を
代
表
し
て
萩
商
業
は
藤
永
真
由
さ

ん
、
萩
工
業
は
中
田
健
太
さ
ん
が
、
３
年
間

の
学
校
生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
「
共
に
歩

ん
で
き
た
仲
間
と
旅
立
ち
が
で
き
て
幸
せ
で

す
」
と
答
辞
を
読
み
上
げ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
両
校
の
歴
史
や
伝
統
を
受
け
継
い

で
ほ
し
い
と
、
校
旗
が
卒
業
生
か
ら
萩
商
工

在
校
生
へ
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

両
校
は
１
９
６
５
（
昭
和
40
）
年
に
前
身

の
萩
商
工
か
ら
分
離
し
て
発
足
。
２
年
前
の

県
の
高
校
再
編
統
合
計
画
に
基
づ
き
萩
商
工

特
許
庁
に
異
議
申
し
立
て

萩
商
業
・
萩
工
業
高
校 

最
後
の
卒
業
式

〜
歴
史
上
の
著
名
な
人
物
名
を

商
標
と
し
て
よ
い
の
か
〜

　

漁
人
町
筋
は
、
浜
崎
の
御
船
倉
の
西
側
を

南
北
（
三
好
酒
店
か
ら
安
森
醤
油
）
に
通
る

筋
で
す
。
こ
の
あ
た
り
は
、
漁
民
た
ち
の
居

住
地
で
し
た
。

　

藩
政
時
代
は
萩
町
奉
行
の
所
轄
で
は
な

く
、浜
崎
宰
判
（
御
船
倉
）
の
所
轄
に
属
し
、

萩
城
下
の
港
町
と
し
て
栄
え
た
浜
崎
。
こ
の

他
に
も
船
大
工
町
筋
（
林
家
前
か
ら
石
戸
味

筋
名
お
も
し
ろ
ス
ト
ー
リ
ー
⑥
【
漁り
ょ
う
ど
ま
ち

人
町
・
船
大
工
町
】

【漁人町筋】浜崎本町の三好酒店横
から望む

〜
両
校
の
歴
史
や
伝
統
を
校
旗
に
託
す
〜 

継
承
式

先輩から引き継がれた萩商業と萩工業の校旗

吉田松陰桂小五郎 高杉晋作

が
開
校
し
、
今
回
で
最
後
の
３
年
生
が
卒
業

し
ま
し
た
。
３
月
31
日
で
萩
商
業
、
萩
工
業

は
閉
校
し
、
こ
れ
ま
で
の
43
年
の
歴
史
に
幕

を
閉
じ
ま
す
。

【船大工町筋】浜崎本町側から
望む、幅約２ｍの小径

噌
醸
造
場
）
な
ど
、
海
運
業
や
水
産
業
に
携

わ
る
江
戸
時
代
の
人
々
の
賑
わ
い
が
感
じ
ら

れ
る
筋
名
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

筋
名
は
現
在
約
２
５
０
確
認
さ
れ
て
お

り
、そ
れ
ぞ
れ
に
様
々
な
由
来
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
知
り
た
い
方
は
、
萩
博
物
館
内
ま
ち

じ
ゅ
う
博
物
館
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

萩
市
は
、
２
月
15
日
、
吉
田
松
陰
・
高

杉
晋
作
・
桂
小
五
郎
と
い
っ
た
本
市
に
ゆ

か
り
の
深
い
歴
史
上
の
著
名
な
人
物
名
が

東
京
の
貸
金
業
等
を
営
む
事
業
者
に
食
品

関
係
の
幅
広
い
分
野
で
商
標
と
し
て
認
め

ら
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
特
許
庁
に
異
議

申
し
立
て
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
萩
市
民
の
誇
り
と
す
る
吉

田
松
陰
を
は
じ
め
維
新
の
志
士
た
ち
の
名

を
、
縁
も
ゆ
か
り
も
な
い
他
地
の
第
三
者

が
商
標
登
録
し
、
独
占
排
他
的
に
商
売
の

具
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
、
市
民
感
情

と
し
て
も
、
ご
子
孫
の
気
持
ち
と
し
て
も

許
し
が
た
く
、
ま
た
、
商
標
登
録
の
本
来

の
趣
旨
に
も
反
す
る
も
の
と
し
て
、
登
録

の
取
り
消
し
と
現
行
の
基
準
の
見
直
し
を

求
め
る
た
め
に
行
っ
た
も
の
で
す
。

萩
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水
の
都
・
萩
城
下
町
の
景
観
を
水

上
か
ら
楽
し
む
「
萩
八
景
遊
覧
船
」

の
運
航
が
、
３
月
１
日
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
。

　

運
航
を
前
に
、
指
月
橋
そ
ば
の
発

着
場
で
関
係
者
ら
約
30
人
が
出
席
し

て
神
事
が
あ
り
、
シ
ー
ズ
ン
中
の
安

全
を
祈
り
ま
し
た
。
運
航
開
始
を
記

念
し
て
、
無
料
乗
船
サ
ー
ビ
ス
が
行

萩
八
景
遊
覧
船
運
航
ス
タ
ー
ト

　

萩
の
早
春
の
風
物
詩
、
し
ろ
魚
を
中
心

と
し
た
イ
ベ
ン
ト
「
萩
・
し
ろ
魚
ま
つ
り
」

が
、
３
月
２
日
、
山
口
県
漁
協
萩
地
方
卸

売
市
場
で
開
催
さ
れ
、
昨
年
よ
り
３
割
多
い

１
万
３
０
０
０
人
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま
し

た
。

　

特
に
、
し
ろ
魚
を
生
き
た
ま
ま
酢
醤
油
に

つ
け
て
食
べ
る
名
物
「
お
ど
り
食
い
」
や
し

ろ
魚
の
即
売
が
人
気
で
、
即
売
に
は
、
ま
つ

り
開
始
前
か
ら
長
蛇
の
列
が
で
き
、
１
時
間

余
り
で
売
り
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
の
し
ろ
魚
漁
は
２
月
17
日
か
ら
始
ま

り
、
４
月
上
旬
ま
で
続
き
ま
す
。

萩
・
し
ろ
魚
ま
つ
り

わ
れ
、
春
の
訪
れ
が
感
じ
ら
れ
る
暖
か
い
こ

の
日
、
５
７
３
人
も
の
方
が
水
上
散
策
を
楽

し
み
ま
し
た
。

韓
国
霊
巌
郡
守 

萩
市
を
訪
問

　

２
月
27
日
、
萩
市
の
姉
妹
都
市
の
大
韓
民

国
・
徳
ト
ッ
チ
ン
ミ
ョ
ン

津
面
の
広
域
行
政
府
霊ヨ
ン
ア
ム
グ
ン

巌
郡
か
ら
、

金キ
ム
イ
ル
テ

逸
太
郡
守
を
は
じ
め
と
す
る
一
行
14
人
が

萩
市
を
表
敬
訪
問
さ
れ
、
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ

ン
で
は
、
萩
地
区
日
韓
親
善
協
会
の
会
員
等

と
歓
談
し
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　

萩
市
と
霊
巌
郡
は
、
旧
福
栄
村
時
代
の

平
成
15
年
に
、
霊
巌
郡
徳
津
面
と
姉
妹
結
縁

協
定
書
を
締
結
し
た
縁
で
交
流
を
続
け
て
お

り
、
金
逸
太
郡
守
は
「
萩
と
は
、
人
口
や
焼

き
物
、
豊
か
な
自
然
な
ど
似
通
っ
た
面
が
多

く
あ
り
ま
す
。
両
地
域
の
一
層
の
発
展
を
期

待
し
て
い
ま
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

韓
国
霊
巌
郡
守 

萩
市
を
訪
問

　

平
成
23
年
に
第
66
回
国
民
体
育
大
会
が
山

口
県
で
開
催
さ
れ
、
川
上
地
域
で
は
カ
ヌ
ー

の
競
技
（
ス
ラ
ロ
ー
ム
と
ワ
イ
ル
ド
ウ
ォ
ー

タ
ー
）
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

競
技
会
場
と
な
る
阿
武
川
ダ
ム
下
流
で

は
、
２
月
か
ら
第
１
期
工
事
と
し
て
仮
設

コ
ー
ス
の
整
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。
河
川

内
の
土
砂
を
盛
り
上
げ
た
り
岩
を
移
動
さ
せ

た
り
し
て
50
ｍ
の
ス
ラ
ロ
ー
ム
コ
ー
ス
を
造

り
、
流
速
や
流
量
を
調
査
し
ま
す
。
そ
の
結

果
を
元
に
し
て
、
こ
れ
か
ら
順
次
会
場
を
整

備
し
て
い
き
ま
す
。

川上

手前に阿武川ダム、正面に阿武川温泉

国
体
に
向
け
て

カ
ヌ
ー
コ
ー
ス
の
整
備
始
ま
る

国
体
に
向
け
て

カ
ヌ
ー
コ
ー
ス
の
整
備
始
ま
る

　

料
金
は
大
人
１
２
０
０
円
、
小
学
生
以

下
６
０
０
円
。
11
月
30
日
ま
で
毎
日
運
航

し
ま
す
。

萩
八
景
遊
覧
船
運
航
ス
タ
ー
ト
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２
月
10
日
、
今
年
で
８
回

目
と
な
る
大
会
に
、
県
内
の

小
中
学
生
約
２
０
０
人
が
参

加
し
、
個
人
と
団
体
戦
で
競

い
合
い
ま
し
た
。
む
つ
み
剣

友
会
の
主
催
。

　

会
場
の
む
つ
み
中
学
校

体
育
館
に
は
、「
エ
イ
ッ
、

ヤ
ー
ッ
！
」「
メ
ン
！
」
と

い
う
掛
け
声
と
と
も
に
竹
刀

むつみ

少
年
剣
道
大
会
小
さ
く
て
も
負
け
な
い
ぞ
！

の
「
バ
シ
ッ
」
と
い
う
音
が
こ
だ
ま
し
て
い

ま
し
た
。

　

む
つ
み
剣
友
会
は
、
韓
国
蔚
山
広
域
市
と

　

３
月
４
日
、
小
川
小
学
校
が
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
阿
北
苑
に
、
ア
ル
ミ
缶
回
収
の
収

益
金
で
ナ
ー
セ
ン
ト
パ
ッ
ト
（
体
位
変
換
と

床
ず
れ
予
防
器
具
）４
つ
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

小
川
小
学
校
で
は
、
豊
か
な
心
を
育
て
る
教

育
の
一
環
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

全
児
童
を
代
表
し
て
環
境
委
員
会
の
６
年

生
３
人
が
阿
北
苑
の
代
表
者
に
手
渡
し
ま
し

た
。
小
河
里
美
苑
長
か
ら
「
本
当
に
あ
り
が

と
う
。
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」

と
、
お
礼
の
言
葉
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

心
の
こ
も
っ
た
贈
り
物

田万川

　

２
月
14
日
、
東
京
都
で
、
家
畜
人
工
授
精

優
良
技
術
発
表
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
、
県

代
表
の
長
屋
利
幸
さ
ん
（
東
木
間
）
が
、
最

優
秀
賞
の
西
川
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
「
家
族
ぐ
る
み
で
達
成
し
た
一
年
一
産
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
自
身
が
60
頭
規
模
で
行
う

肉
用
牛
繁
殖
経
営
の
成
績
改
善
事
例
を
報
告

さ
れ
、
優
れ
た
内
容
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
屋
さ
ん
は
、平
成
13
年
に
木
間
で
新
規

就
農
し
、現
在
、あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
和
牛
改
良
組

合
萩
支
部
長
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

松
下
村
塾
開
塾
１
５
０
年
を
迎
え
た
昨
年

８
月
、
松
陰
先
生
の
教
え
を
子
ど
も
た
ち
の

教
育
指
導
に
役
立
て
て
も
ら
お
う
と
、
松
田

輝
夫
さ
ん
（
椿
東
）
な
ど
吉
田
松
陰
の
教
育

に
携
わ
っ
た
元
教
員
な
ど
の
働
き
か
け
で
、

鈴
木
義
蔵
さ
ん
（
南
古
萩
町
）
が
松
下
村
塾

松
下
村
塾
の
教
え
を
子
ど
も
た
ち
に

の
聯れ
ん

の
復
刻
品
35
個
を
制
作
し
、
市
内
全
小

中
学
校
に
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
陰
の
学
問
態
度
を
簡
潔
に
表
し
た
こ
の

句
は
、
聯
（
左
右
の
柱
に
対
句
を
分
け
て
か

け
る
柱
か
け
）
に
し
て
松
下
村
塾
に
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

萩

木
間
の
長
屋
利
幸
さ
ん 

最
優
秀
賞

家
畜
人
工
授
精
全
国
大
会

木
間
の
長
屋
利
幸
さ
ん 

最
優
秀
賞

家
畜
人
工
授
精
全
国
大
会

萩

万ま
ん
が
ん巻
の
書
を
読
む
に
あ
ら
ざ

る
よ
り
は
、
い
ず
く
ん
ぞ
千

秋
の
人
た
る
を
え
ん
。
一い

っ
こ己

の
労
を
軽
ん
ず
る
に
あ
ら
ざ

る
よ
り
は
、
い
ず
く
ん
ぞ
兆

民
の
安
き
を
致
す
を
得
ん
。

（
原
文
は
漢
文
）

も
剣
道
を
通
じ
た
交
流
を
続
け
て
お
り
、
３

月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
韓
国
を
訪
問
し
、
剣

道
の
交
流
試
合
を
行
い
ま
す
。

少
年
剣
道
大
会
小
さ
く
て
も
負
け
な
い
ぞ
！
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銀
世
界
で
ス
キ
ー
教
室

楽
し
い 

ひ
な
ま
つ
り

　

良
質
な
萩
の
竹
を
素
材
に
高
級
家
具
を
製

造
し
て
い
る
福
井
下
の
「
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ　

Ｃ
ｒ

ｅ
ａ
ｔ
ｅ　

Ｈ
ａ
ｇ
ｉ
株
式
会
社
」（
社
長
：

刀
禰
勇
）
が
、
独
自
の
研
究
開
発
に
よ
り
竹

１
０
０
％
を
使
用
し
た
家
具
の
商
品
化
に
成

功
し
、２
月
22
日
、ベ
ン
チ
１
０
０
脚
が
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
に
向
け
て
初
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
萩
商
工
会
議
所
が
取
り
組
ん
で

き
た
「
竹
ブ
ラ
ン
ド
化
」
の
一
環
と
し
て
設

立
さ
れ
、
昨
年
１
月
に
工
場
が
完
成
。
今
年

は
約
３
億
円
の
売
り
上
げ
を
目
指
し
て
い
ま

す
。

須佐

福栄

　

２
月
25
日
、
開
館
10
周
年
を
迎
え
た
須
佐

図
書
館
「
ま
な
ぼ
う
館
」
で
、
育
英
小
学
校

児
童
や
地
域
住
民
ら
約
１
０
０
人
が
出
席
し

て
、
記
念
行
事
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
な
ぼ
う
館
は
、
旧
須
佐
町
時
代
の
平
成

10
年
２
月
、
全
国
で
初
め
て
24
時
間
利
用
で

き
る
図
書
館
と
し
て
開
館
し
ま
し
た
。夜
間
、

年
末
年
始
や
月
曜
日
、
祝
日
の
休
館
日
も
セ

ル
フ
サ
ー
ビ
ス
で
利
用
で
き
ま
す
。
貸
し
出

し
冊
数
は
開
館
当
時
に
比
べ
、
平
成
18
年
度

は
14
・
４
％
増
の
５
万
８
７
４
６
冊
に
の
ぼ

り
、
そ
の
う
ち
、
23
・
４
％
は
夜
間
、
休
館

日
が
占
め
、
利
用
が
定
着
し
て
い
ま
す
。

祝 
24
時
間
図
書
館 

開
館
10
周
年

　

２
月
29
日
、
萩
警
察
署
須
佐
警
察
官
駐
在

所
の
開
所
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
旧
須
佐
駐

在
所
は
、昭
和
44
年
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
が
、

老
朽
化
が
進
み
、
建
て
替
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

新
駐
在
所
は
、
本
町
下
に
あ
り
、
市
の
重

点
景
観
計
画
区
域
に
接
し
て
い
る
た
め
、
木

造
平
屋
建
の
黒
っ
ぽ
い
瓦
葺
き
屋
根
と
漆
喰

調
の
壁
に
仕
上
げ
ら
れ
、
周
り
の
景
観
と
調

和
し
て
い
ま
す
。
玄
関
は
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対

応
で
、
事
務
所
に
は
、
応
接
コ
ー
ナ
ー
や
外

来
用
ト
イ
レ
が
設
け
ら
れ
、
地
域
住
民
が
気

軽
に
立
ち
寄
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮

さ
れ
て
い
ま
す
。

須佐

　
「
さ
さ
な
み 

ひ
な
ま
つ
り
」
が
、
佐
々
並

婦
人
会
を
中
心
と
し
た
グ
ル
ー
プ
に
よ
り
、

２
月
26
日
か
ら
３
月
２
日
ま
で
、
旭
活
性
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
住
民
で
何

か
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、
老
若
男

女
を
問
わ
ず
地
域
の
語
り
合
い
の
場
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
に
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
長
い
間
飾
っ
て
い
な
い
の
で
飾
っ
て
も

ら
え
れ
ば
嬉
し
い
」
と
、
大
正
時
代
の
古
い

も
の
や
、
神
殿
作
り
の
珍
し
い
も
の
な
ど
、

13
組
の
お
雛
さ
ま
が
集
ま
り
ま
し
た
。「
癒

さ
れ
ま
し
た
」「
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
」
と

い
う
感
想
が
多
く
、
と
て
も
好
評
で
し
た
。

旭

萩
の
竹
を
使
っ
た
高
級
家
具

世
界
へ
向
け
て
初
出
荷

初
開
催 

「
さ
さ
な
み 

ひ
な
ま
つ
り
」

地
域
の
安
全
安
心
の
拠
点 

「
須
佐
駐
在
所
」
開
所

地
域
の
安
全
安
心
の
拠
点 

「
須
佐
駐
在
所
」
開
所

祝 
24
時
間
図
書
館 

開
館
10
周
年

萩
の
竹
を
使
っ
た
高
級
家
具

世
界
へ
向
け
て
初
出
荷

初
開
催 

「
さ
さ
な
み 

ひ
な
ま
つ
り
」
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在
宅
で
高
齢
者
等
の
方
を
介
護
し
て
い

る
家
族
に
、
紙
お
む
つ
等
の
購
入
の
た
め

の
利
用
券
を
発
行
し
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
に
在
住
す
る
高
齢
者
等

で
、
介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
１
か
ら
５

ま
で
の
方
を
在
宅
で
介
護
し
て
い
る
家
族

で
あ
り
、
同
居
・
別
居
に
関
わ
ら
ず
、
市

民
税
非
課
税
世
帯
（
介
護
者
、
要
介
護
者

と
も
に
）
の
方
。
た
だ
し
、
別
居
の
場
合

は
同
居
に
近
い
形
で
介
護
し
て
い
る
方
に

限
り
ま
す
。

市
で
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
の
方
へ
、
介
護
用
品
支
給
や
訪
問
理
美

容
、交
通
手
段
の
確
保
な
ど
、各
種
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

利
用
を
希
望
す
る
場
合
、
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

※
有
効
期
限
の
過
ぎ
た
も
の
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

家
族
介
護
用
品
支
給
事
業

　

自
宅
か
ら
理
容
院
や
美
容
院
に
出
向
く

こ
と
が
困
難
な
方
が
、
自
宅
で
手
軽
に
散

髪
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
訪
問
に
か
か
る
経
費
を
助
成
し

ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
の
高
齢
者
で
、
心

身
の
障
害
に
よ
り
、
自
宅
か
ら
理
容
院
や

美
容
院
に
出
向
く
こ
と
が
困
難
な
方

　

高
齢
者
等
で
、
一
般
公
共
交
通
機
関
の

利
用
が
困
難
な
方
に
「
リ
フ
ト
付
タ
ク

シ
ー
利
用
券
」
を
交
付
し
ま
す
。
医
療
機

関
へ
の
通
院
に
限
り
使
用
で
き
ま
す
。

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
次
の
す
べ
て

に
該
当
す
る
方

①
原
則
、
要
介
護
３
以
上
の
方

②
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
で
の
移
送
が
必
要
な

方
、
ま
た
は
常
時
車
椅
子
を
使
用
す
る
な

ど
、
一
般
の
タ
ク
シ
ー
で
の
移
送
が
困
難

な
方

③
医
療
機
関
・
福
祉
施
設
に
入
院
・
入
所

し
て
い
な
い
方

■
交
付
枚
数　

年
間
１
冊
（
40
枚
）

■
利
用
券　

１
枚
５
０
０
円
（
１
回
に
使

用
す
る
枚
数
に
制
限
な
し
）

■
運
行
時
間　

原
則
と
し
て
午
前
７
時
30

分
〜
午
後
６
時

※
で
き
る
だ
け
事
前
に
予
約
を
し
て
く
だ

さ
い
。
治
療
等
で
時
間
外
に
利
用
さ
れ
る

場
合
は
、
事
業
者
に
直
接
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

■
介
助　

運
転
手
１
人
で
の
対
応
と
な
り

ま
す
の
で
、
乗
降
時
以
外
の
介
助
は
で
き

ま
せ
ん
（
居
室
か
ら
の
移
動
な
ど
で
介
助

が
必
要
な
場
合
は
、
ご
家
族
ま
た
は
ホ
ー

ム
ヘ
ル
パ
ー
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
）

■
有
効
期
限　

４
月
１
日
〜
平
成
21
年
３

月
31
日
（
１
年
間
）

■
申
請
方
法　

介
護
保
険
証
と
印
鑑
を
持

参
の
う
え
、
介
護
保
険
課
ま
た
は
各
総
合

事
務
所
健
康
福
祉
課
備
え
付
け
の
申
請
書

を
提
出
。
ま
た
は
、
各
担
当
地
区
の
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
自
宅
ま

で
訪
問
、
代
行
申
請

■
利
用
方
法　

市
内
の
登
録
協

力
店
で
利
用
券
と
介
護
用
品
を
引
き
換
え

■
利
用
上
限
額
（
年
間
）

要
介
護
１
〜
３
＝
３
万
５
０
０
０
円

要
介
護
４
〜
５
＝
７
万
５
０
０
０
円

■
申
請
方
法　

介
護
保
険
課
、
各
総
合
事

務
所
健
康
福
祉
課
に
介
護
保
険
被
保
険
者

証
、印
鑑
を
持
参
の
う
え
申
請
。
ま
た
は
、

各
担
当
地
区
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

の
相
談
員
が
自
宅
ま
で
訪
問
、
代
行
申
請

■
利
用
方
法　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
際
に
利
用
券
を
提
出

■
利
用
者
負
担
金　

訪
問
に
か
か
る
経
費

は
無
料
。
理
美
容
料
金
は
実
費

■
利
用
限
度　

年
６
回

■
申
請
方
法　

各
担
当
地
区
の
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
談
員
が
自
宅
ま
で
訪

問
、
代
行
申
請

ご存知
ですか
？

福
祉
サ
ー
ビ
ス

福
祉
サ
ー
ビ
ス

訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス

リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
専
用
利
用
券

問い
合わせ

介護保険課（２５・３１３７）、各総合事務所健康
福祉課、各担当地区の在宅介護支援センター 市報HAGI●2008（平成20）年３月15日号 16



　業　務　内　容 窓　口

◦各種証明書の交付
　住民票の写し、住民票記載事項証明、印鑑登録  
　証明、外国人登録原票記載事項証明、戸籍証明
　※戸籍異動に伴う証明、附票の一部の証明に　
　ついては、発行できない場合があります。
◦国民健康保険、老人医療、後期高齢者医療、国   
　民年金に関する届出・申請（資格の取得・喪失・
　変更の受付等）
◦印鑑登録の受付
◦住民異動届の受付（転入、転出、転居、世帯変更等）
◦外国人登録（新規・変更等）の申請
◦自動車臨時運行許可

※他機関への照会が必要なもの、住民票の広域交
　付・住民基本台帳カード・電子証明書等の住民
　基本台帳ネットワークに係る業務は除きます。

市民課
25-3493  
25-3400

◦各種証明書の交付
　納税証明（継続検査用）、課税証明、所得証明

税務課
25-3479

◦児童手当の認定請求・消滅届
◦乳幼児・母子家庭医療費助成の交付申請・受給
　者証返納（転出の伴うもの）
◦児童扶養手当住所変更届（転入に伴うもの）

子育て
支援課

25-3536

◦転入者へのごみの出し方の説明
　（分別方法・搬出場 所等）

環境衛生課 
25-3146

◦水道の開閉栓に関する手続
　（移転等で使用中止・開始される場合、４～５
　日前から届出ができます）
※３月29日（土）、４月５日（土）の午前中も実施し
　ます。
◦ 水道料金・下水道使用料の収納

水道業務課 
25-2398

■
対
象
者　

市
内
在
住
で
、
次
の
い
ず
れ

か
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
か
ら
３
級
の
方

②
身
体
障
害
者
手
帳
の
障
害
種
別
が
腎
臓

機
能
障
害
で
通
院
に
よ
る
人
工
透
析
治
療

を
受
け
て
い
る
方

③
療
育
手
帳
A
の
方

④
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の
障
害
等

級
が
１
級
の
方

※
次
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

◦
障
害
者
所
有
の
自
動
車
税
・
軽
自
動
車

　

税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
方

◦
福
祉
施
設
（
障
害
者
施
設
・
介
護
保
険

　

施
設
）
に
入
所
さ
れ
て
い
る
方

◦
高
齢
者
の
リ
フ
ト
付
タ
ク
シ
ー
専
用
利

　

用
券
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方

■
交
付
枚
数　

年
間
１
冊
（
48
枚
）

※
透
析
で
通
院
の
場
合
、
週
２
回
通
院
さ

れ
る
方
は
１
冊
、
週
３
回
通
院
さ
れ
る
方

は
２
冊
追
加
交
付
し
ま
す
。
追
加
交
付
の

場
合
は
証
明（
通
院
状
況
の
わ
か
る
も
の
）

が
必
要
で
す
。

■
有
効
期
限　

４
月
１
日
〜
平
成
21
年
３

月
31
日
（
１
年
間
）

■
申
請
方
法　

障
害
者
手
帳
と
印
鑑
を
持

参
の
う
え
、
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
事
務

所
備
え
付
け
の
申
請
書
を
提
出

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
券

　転入・転出が多い３月末と４月はじめの日曜日に、
下表のとおり、本庁の窓口サービスを実施します。
■開設時間　午前８時 30 分 〜午後０時 15 分

日曜日の午前中に
窓口業務を開設します

問い
合わせ

福祉課（２５・３５２３）
各総合事務所健康福祉課

日曜日の午前中に
窓口業務を開設します
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４
月
か
ら
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
の
担
当
地
区
が

一
部
変
わ
り
ま
す

　

４
月
に
開
設
さ
れ
る
福
祉
複
合

施
設「
お
と
ず
れ
」（
無
田
ヶ
原
口
）

内
に
「
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

お
と
ず
れ
」
が
設
置
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
萩
地
域
内
の
一

部
の
担
当
地
区
が
次
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。

•
川
島
全
区
、
土
原
全
区

　
（
現
在
）
な
ご
み

　
（
４
月
か
ら
）
か
が
や
き

•
河
添
、
堀
内
全
区

　
（
現
在
）
さ
ん
み
苑

　
（
４
月
か
ら
）
楽
々
園

•
無
田
ヶ
原
、
無
田
ヶ
原
口
、
新

川
東
、
新
川
西
、
新
川
南
、
香
川

津
、
鶴
江
、
前
小
畑
全
区
、
中
小

畑
、
後
小
畑
、
越
ヶ
浜
全
区

　
（
現
在
）
楽
々
園
ま
た
は
、　　

　
　
　
　

 
か
が
や
き

　
（
４
月
か
ら
）
お
と
ず
れ

※
右
記
以
外
の
地
区
は
、
従
来
ど

お
り
で
す
。

問
い
合
わ
せ

介
護
保
険
課
（
２
５
・
３
１
３
７
）

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
方
へ

①
４
月
か
ら
の
、
70
歳
か
ら
74
歳

の
方
の
窓
口
負
担
の
割
合
が
、
１

割
の
ま
ま
延
長
さ
れ
ま
す

　

高
齢
者
医
療
制
度
の
見
直
し
に

よ
り
、
70
歳
か
ら
74
歳
の
方
（
一

定
以
上
所
得
者
を
除
く
）
の
医

療
機
関
で
の
窓
口
負
担
に
つ
い
て

は
、
１
割
負
担
か
ら
２
割
負
担
に

見
直
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、
４
月
１
日
か
ら
平
成
21

年
３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
は
、

こ
れ
ま
で
ど
お
り
１
割
負
担
に
据

え
置
か
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
８
月
１
日
の
定
期
判

定
で
、
一
部
負
担
金
の
割
合
に
変

更
が
あ
る
場
合
は
、
７
月
31
日
ま

で
１
割
負
担
で
、
そ
の
後
３
割
負

担
に
な
り
ま
す
。

　

期
間
が
延
長
さ
れ
た
こ
と
で
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
一

部
負
担
金
の
割
合
の
記
述
（
カ
ッ

コ
内
）が
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

②
退
職
者
医
療
の
対
象
が
65
歳
未

満
に
な
り
ま
す

　

退
職
者
医
療
の
対
象
と
な
る
方

は
、
こ
れ
ま
で
75
歳
未
満
ま
で
で

し
た
が
、
４
月
か
ら
65
歳
未
満
ま

で
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
65

歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
方
は
、
こ
れ

ま
で
の
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保

険
者
証
に
代
え
て
、
国
民
健
康
保

険
被
保
険
者
証
に
な
り
ま
す
。

③
保
険
証
を
郵
送
し
ま
す

不
用
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す　
　

庭
石　

パ
ソ
コ
ン
机　

シ
ニ
ア
カ
ー

ひ
な
人
形　

座
椅
子　

原
付
バ
イ
ク

扇
風
機　

ペ
ッ
ト
ゲ
ー
ジ　

ミ
シ
ン

ス
キ
ー
板
・
キ
ャ
リ
ア　

ベ
ー
ス　

ア
ン
プ　

ス
ピ
ー
カ
ー　

学
習
机

ス
チ
ー
ム
ク
リ
ー
ナ
ー　

レ
コ
ー
ド

エ
レ
ク
ト
ー
ン　

萩
市
史
第
３
巻

布
団　

着
物　

お
ま
る　

歩
行
器　

ベ
ビ
ー
チ
ェ
ア　

マ
タ
ニ
テ
ィ
洋
服

明
倫
小
制
服　

日
の
丸
保
育
園
制
服

新
生
児
肌
着　

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

保
育
園
制
服　

机
・
椅
子　

自
転
車

中
学
校
制
服　

手
漉
き
和
紙
用
道
具

ピ
ア
ノ
の
椅
子　

カ
ラ
オ
ケ
セ
ッ
ト

オ
ー
ブ
ン
ト
ー
ス
タ
ー　

テ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ　

金
庫　

左
用
グ
ロ
ー
ブ

ベ
ビ
ー
カ
ー　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

萩
高
百
年
史　

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

洋
服
ダ
ン
ス　
　

◆
登
録
は
６
か
月
間
。登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。希
望

者
は
、広
報
課（
２
５
・
３
１
７
８
）へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合

や
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

　

①
②
に
該
当
す
る
方
は
、
保
険

証
を
３
月
末
ま
で
に
配
達
記
録
で

郵
送
し
ま
す
。
郵
送
し
た
保
険
証

は
、
４
月
１
日
か
ら
使
用
で
き
ま

す
の
で
、
そ
れ
以
降
、
古
い
保
険

証
は
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
課
保
険
給
付
係

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
１
４
７
）

大
切
に
扱
っ
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　

み
ん
な
の
図
書

　

萩
図
書
館
と
わ
く
わ
く
子
ど
も

図
書
館
で
は
、
２
月
11
日
か
ら
20

日
の
特
別
整
理
期
間
中
に
、
す
べ

て
の
開
架
資
料
と
移
動
図
書
館
の

積
載
資
料
に
つ
い
て
一
斉
点
検
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
不
明

資
料
は
合
計
７
２
０
点
（
開
架
資

料
の
約
０
・
７
４
％
、
約
80
万
円

相
当
）
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。

▪
お
願
い

①
図
書
館
の
本
に
は
、「
萩
図
書

館
」
の
ス
タ
ン
プ
と
バ
ー
コ
ー
ド

が
つ
い
て
い
ま
す
。
返
し
忘
れ
の

本
が
あ
れ
ば
、
早
急
に
返
却
し
て

く
だ
さ
い
。

②
貸
出
手
続
き
を
し
な
い
で
、
本

を
館
外
に
持
ち
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
本
を
借
り
る
と
き
は
必
ず

手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
一
部
の
心
な
い
人
に
よ
り
、
書

き
込
み
や
切
り
抜
き
が
あ
り
ま

す
。
大
切
に
扱
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

萩
図
書
館
（
２
５
・
６
３
５
５
）

資格　70歳から74歳
【２割（平成20年３月
31日までは１割）】

資格　70歳から74歳
【２割（平成20年７月
31日までは１割）】

➡
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□
固
定
資
産
税
課
税
台
帳（
名
寄
帳
）の
閲
覧

　

４
月
１
日
か
ら
、
平
成
20
年
度

の
固
定
資
産
課
税
台
帳（
名
寄
帳
）

の
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

■
閲
覧
で
き
る
方　

納
税
義
務

者
、
納
税
管
理
人
、
納
税
義
務
者

の
代
理
人
、
借
地
人
・
借
家
人
等

（
賃
借
権
者
、
地
上
権
者
そ
の
他

使
用
ま
た
は
収
益
を
目
的
と
す
る

権
利
を
有
す
る
方
）

※
借
地
人
・
借
家
人
等
は
権
利
を

有
す
る
物
件
に
限
り
閲
覧
で
き
ま

す
。

■
閲
覧
場
所　

税
務
課
固
定
資
産

税
係
、
各
総
合
事
務
所
市
民
生
活

課
、
支
所
・
出
張
所

■
閲
覧
に
必
要
な
も
の　

閲
覧
さ

れ
る
方
の
印
鑑
ま
た
は
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
等
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
、
法

人
の
場
合
は
社
印
ま
た
は
委
任
状

が
あ
わ
せ
て
必
要
で
す
。

※
借
地
人
・
借
家
人
等
に
つ
い
て

は
、
契
約
書
等
の
権
利
関
係
が
わ

か
る
資
料
が
必
要
で
す
。

■
手
数
料　
【
閲
覧
手
数
料
】
１

回
に
つ
き
２
０
０
円
（
４
月
１
日

〜
６
月
２
日
の
土
地
・
家
屋
の
価

格
等
の
縦
覧
期
間
中
は
無
料
）

【
台
帳
の
写
し
の
交
付
手
数
料
】

１
枚
に
つ
き
２
０
０
円

よ
り
課
税
さ
れ
な
い
土
地
や
家
屋

に
つ
い
て
は
、
縦
覧
帳
簿
に
記
載

さ
れ
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
で
き
る
方　

市
内
の
土
地

お
よ
び
家
屋
に
係
る
固
定
資
産
税

の
納
税
義
務
者
、
納
税
管
理
人
、

納
税
義
務
者
の
代
理
人

※
市
内
に
土
地
お
よ
び
家
屋
を
所

有
し
て
い
な
い
方
、
ま
た
は
非
課

税
等
に
よ
り
課
税
さ
れ
な
い
方
に

つ
い
て
は
、
縦
覧
で
き
ま
せ
ん
。

■
縦
覧
期
間　

４
月
１
日
〜
６
月

２
日
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

き
ま
す
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分

　

土
地
・
家
屋
に
つ
い
て
、
納
税

者
が
、
自
分
の
所
有
す
る
資
産
の

評
価
額
と
市
内
の
他
の
資
産
の
評

価
額
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ご
本
人
の
資
産
に
対
す
る
評
価
が

適
正
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た

だ
く
た
め
、
土
地
・
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
帳
簿
の
記
載
事
項

•
土
地
価
格
等
縦
覧
帳
簿（
所
在
、

地
番
、
地
目
、
地
積
、
価
格
）

•
家
屋
価
格
等
縦
覧
帳
簿（
所
在
、

家
屋
番
号
、
種
類
、
構
造
、
床
面

積
、
価
格
）

※
非
課
税
お
よ
び
免
税
点
未
満
に

■
縦
覧
場
所　

税
務
課
固
定
資
産

税
係
、
各
総
合
事
務
所
市
民
生
活

課
、
支
所
・
出
張
所

※
期
間
中
の
木
曜
日
は
、
税
務
課

固
定
資
産
税
係
の
窓
口
の
み
午
後

７
時
ま
で
縦
覧
で
き
ま
す
。

■
縦
覧
に
必
要
な
も
の　

縦
覧
さ

れ
る
方
の
印
鑑
ま
た
は
身
分
証
明

書
（
運
転
免
許
証
等
）

※
代
理
人
の
場
合
は
委
任
状
、
法

人
の
場
合
は
社
印
ま
た
は
委
任
状

が
あ
わ
せ
て
必
要
で
す
。

■
手
数
料　

無
料
（
コ
ピ
ー
は
で

き
ま
せ
ん
）

□
土
地
・
家
屋
の
価
格
等
の
縦
覧

固
定
資
産
税

問
い
合
わ
せ 

税
務
課（
２
５
・
３
４
８
５
）

各
総
合
事
務
所
市
民
生
活
課

は
無
料
で
縦
覧
・
閲
覧
で
き
ま
す

４
月
１
日
〜
６
月
２
日

児
童
扶
養
手
当
の
一
部
支

給
停
止
に
伴
う
手
続
き

　

児
童
扶
養
手
当
法
の
改
正
に
よ

り
、
４
月
か
ら
、
次
の
要
件
に
該

当
す
る
方
は
、
児
童
扶
養
手
当
の

受
給
額
が
半
額
に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
就
労
中
・
求
職
中
の

方
な
ど
は
、
所
定
の
手
続
き
を
行

う
と
引
き
続
き
同
額
が
受
給
で
き

ま
す
。
対
象
と
な
る
方
に
は
、
個

別
に
事
前
通
知
を
行
い
ま
す
の

で
、
期
限
内
に
必
ず
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
対
象
者　

次
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
方

•
受
給
開
始
月
の
初
日
か
ら
５
年

を
経
過
し
た
方
（
受
給
の
手
続
時

に
３
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て

い
た
場
合
は
、
そ
の
児
童
が
３
歳

の
誕
生
日
の
翌
月
の
初
日
か
ら
５

年
を
経
過
し
た
方
。
た
だ
し
、
誕

生
日
が
１
日
の
児
童
に
つ
い
て

は
、
３
歳
の
誕
生
日
の
月
か
ら
５

年
を
経
過
し
た
方
）

•
受
給
要
件
該
当
月
の
初
日
か
ら

７
年
を
経
過
し
た
方

※
平
成
15
年
４
月
１
日
以
前
に
受

給
し
て
い
た
方
、
ま
た
は
受
給
要

件
に
該
当
し
て
い
た
方
に
つ
い
て

は
、
平
成
15
年
４
月
１
日
か
ら
起

算
し
て
５
年
ま
た
は
７
年
経
過
し

た
方
が
対
象
で
す
。

問
い
合
わ
せ

子
育
て
支
援
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
５
３
６
）

「
休
日
ご
み
集
積
所
」
４
月

か
ら
田
万
川
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
ま
す

　

ご
み
出
し
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
利
便
性
の
向
上
を
図
る

た
め
、
４
月
か
ら
田
万
川
リ
サ
イ

ク
ル
セ
ン
タ
ー
に
休
日
ご
み
集
積

所
を
設
置
し
ま
す
。

■
住
所　

萩
市
大
字
下
田
万
９
８

１
番
地
３（
島
根
県
境
、宇
生
地
区
）

■
開
設
日　

毎
月
第
２
日
曜
日　

午
前
９
時
〜
正
午

■
搬
入
で
き
る
ご
み　

燃
や
せ
る

ご
み
、資
源
ご
み（
缶
、び
ん
、ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
、白
色
ト
レ
イ
、古
紙
・

古
布
類
、紙
製
容
器
包
装
、有
害

ご
み
）、プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包

装
、燃
や
せ
な
い
ご
み
、大
型
ご
み

※
指
定
袋
に
入
れ
る
な
ど
通
常
の

出
し
方
で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

環
境
衛
生
課（
２
５
・
３
１
４
６
）、

田
万
川
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
３
４
０
）
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○
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
タ
ー

部
門

　

住
宅
敷
地
、
事
業
所
敷
地
等
の

沿
道
の
塀
、壁
、庭
、バ
ル
コ
ニ
ー
、

テ
ラ
ス
（
20
㎡
以
下
の
小
規
模
な

花
壇
）
な
ど
、
誰
も
が
自
由
に
観

賞
で
き
る
場
所
に
花
を
飾
っ
て
い

る
個
人
や
団
体

■
審
査
基
準　

管
理
状
態
、
花
壇

（
ポ
ッ
ト
）
の
美
し
さ
、
花
壇
の

育
成
状
況
、
花
壇
づ
く
り
の
創
意

工
夫
な
ど

■
審
査
日　

４
月
11
日
（
金
）

■
主
催　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ

く
り
推
進
協
議
会　

■
申
込
方
法　

３
月
31
日
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
都
市
計
画
課

お
よ
び
教
育
委
員
会
各
地
域
事
務

所
備
え
付
け
の
応
募
用
紙
を
郵
送

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
不
可
）

※
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
（
他

薦
の
場
合
は
、
所
有
者
の
承
諾
を

得
て
く
だ
さ
い
）。

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
都

市
計
画
課
（
２
５
・
３
６
４
４
）

山
口
県
健
康
福
祉
祭

競
技
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
将

棋
・
囲
碁
大
会
の
参
加
者

　

こ
の
大
会
で
の
成
績
上
位
者
は

【
須
佐
図
書
館
】

•
と
き　

３
月
26
日
（
水
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
10
分

•
定
員　

30
人
程
度

【
萩
図
書
館
】　

•
と
き　

３
月
29
日
（
土
）
午
後

２
時
30
分
〜
３
時

•
定
員　

50
人
程
度

主
催
・
問
い
合
わ
せ　

須
佐
図
書
館　

　
（
０
８
３
８
７
・
６
・
５
５
０
０
）

萩
図
書
館　
（
２
５
・
６
３
５
５
）

春
の
花
い
っ
ぱ
いコ

ン
ク
ー
ル

　

萩
市
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
推

進
協
議
会
で
は
、
一
年
を
通
じ
て

花
に
あ
ふ
れ
た
萩
づ
く
り
と
、
花

に
よ
る
市
民
の
緑
化
意
識
の
高
揚

を
目
指
し
て
「
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

○
花
壇
部
門

•
個
人
の
部　

個
人
で
管
理
さ
れ

て
い
る
花
壇

•
地
域
・
職
域
団
体
の
部　

各
地

域
や
事
業
所
等
で
管
理
さ
れ
て
い

る
花
壇

•
学
校
花
壇
の
部　

学
校
で
管
理

さ
れ
て
い
る
花
壇　

※
い
ず
れ
も
、
合
計
面
積
20
㎡
以

上
の
花
壇
が
対
象
で
す

パ
ス
ポ
ー
ト
の
受
け
取
り

時
に
ご
注
意
を

　

こ
の
た
び
、山
口
県
収
入
証
紙

の
取
り
扱
い
を
萩
総
合
庁
舎
内
で

一
元
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
以
降
に
パ
ス
ポ
ー
ト

の
交
付
を
受
け
る
方
は
、
手
数

料
の
う
ち
、「
山
口
県
収
入
証
紙
」

は
萩
県
税
事
務
所
で
購
入
し
て
く

だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

萩
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
２
２
・
８
５
３
６
）

※
山
口
県
収
入
証
紙
は
、
市
役
所

会
計
課
、
各
総
合
事
務
所
、
支
所
・

出
張
所
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

図
書
館 

春
休
み
特
別
行
事

『
は
・
は
・
は
る
だ
よ
』

■
内
容　

ブ
ラ
ッ
ク
シ
ア
タ
ー

忍
者
家
族
「
秘
密
の
ま
き
も
の
」

の
巻

■
演
者　

ジ
ョ
イ
ン
ト
ネ
ッ
ト
萩

「
草
の
芽
」

■
対
象
者　

幼
児
、
小
学
生

10
月
25
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
「
全

国
健
康
福
祉
祭
か
ご
し
ま
大
会
」

に
出
場
で
き
ま
す
。

■
と
き　

５
月
22
日
（
木
）　

■
と
こ
ろ　

山
口
県
維
新
百
年
記

念
公
園
ほ
か
（
山
口
市
）

■
参
加
資
格　

60
歳
以
上
（
昭
和

24
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た

市
職
員
（
萩
市
民
病
院
）

○
募
集
職
種

【
看
護
師
Ⅰ
】

■
受
験
資
格　

昭
和
33
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
看
護
師
免
許

を
有
し
看
護
師
の
職
務
経
験
が
３

年
以
上
あ
る
方
で
、
市
内
に
居
住

で
き
る
方

【
看
護
師
Ⅱ
】

■
受
験
資
格　

昭
和
48
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、看
護
師
免
許
を

有
し
看
護
師
の
職
務
経
験
が
３
年

未
満
の
方
、ま
た
は
平
成
20
年
２
月

実
施
の
看
護
師
国
家
試
験
に
合
格

し
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み

の
方
で
、市
内
に
居
住
で
き
る
方

■
募
集
人
数　

看
護
師
Ⅰ
、
Ⅱ
あ

わ
せ
て
５
人
程
度

【
薬
剤
師
】

■
受
験
資
格　

昭
和
48
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、薬
剤
師
免
許
を

有
す
る
方
、ま
た
は
平
成
20
年
３
月

実
施
の
薬
剤
師
国
家
試
験
に
合
格

し
当
該
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み

の
方
で
、市
内
に
居
住
で
き
る
方

■
募
集
人
数　

１
人

【
理
学
療
法
士
】

■
受
験
資
格　

昭
和
48
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
、
理
学
療
法
士

免
許
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平
成

20
年
３
月
実
施
の
理
学
療
法
士
国

家
試
験
に
合
格
し
当
該
免
許
を
取

得
す
る
見
込
み
の
方
で
、
市
内
に

居
住
で
き
る
方

■
募
集
人
数　

１
人

○
採
用
試
験

■
試
験
内
容　

専
門
試
験
、
適
性

検
査
、
個
人
面
接
、
健
康
診
断

■
試
験
日　

５
月
18
日
（
日
）

■
募
集
期
間　

３
月
15
日
（
土
）

〜
４
月
25
日
（
金
）

※
当
日
消
印
有
効
、
締
切
日
直
前

の
場
合
は
速
達
で
送
付
の
こ
と
。

■
採
用
予
定
日　

７
月
１
日

問
い
合
わ
せ

総
務
課
人
事
係

　
　
　
　
　
（
２
５
・
１
２
３
９
）

募
集
期
間　

３
月
15
日
㊏
〜
４
月
25
日
㊎
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日
（
日
）

■
と
こ
ろ　

見
島
一
帯

■
参
加
料　

１
０
０
０
円
（
保
険

料
、
テ
キ
ス
ト
代
）

■
定
員　

50
人

主
催
・
申
し
込
み

見
島
支
所
内
見
島
観
光
協
会
バ
ー

ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
係（
２
３
・
３
３

１
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
２
３
・
３
３
１
３
）

日
本
外
交
協
会
講
演
会

　

阿
武
町
出
身
で
、
外
務
省
で
外

交
政
策
を
担
当
し
て
い
る
兼
原
信の
ぶ

克か
つ

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

方
）

■
競
技
種
目　

卓
球
（
シ
ン
グ
ル

ス
）、
テ
ニ
ス
（
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・

女
子
ダ
ブ
ル
ス
）、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
（
男
子
ダ
ブ
ル
ス
・
女
子
ダ
ブ

ル
ス
・
混
合
ダ
ブ
ル
ス
）、
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
（
男
子
）、
ペ
タ
ン
ク
、

弓
道
、
剣
道
、
囲
碁
、
将
棋

■
申
込
方
法　

４
月
15
日
ま
で

に
、
介
護
保
険
課
ま
た
は
各
総
合

事
務
所
健
康
福
祉
課
備
え
付
け
の

申
込
用
紙
を
提
出

申
し
込
み

介
護
保
険
課
（
２
５
・
３
１
３
７
）

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

２
０
０
８
in
見
島

■
と
き　

４
月
26
日
（
土
）、
27

■
と
き　

３
月
21
日
（
金
）
午
後

６
時
〜
７
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
本
陣
（
椿
東
）

■
内
容　

日
本
を
取
り
巻
く
種
々

の
外
交
問
題
（
ア
ジ
ア
外
交
、
米

国
と
の
関
係
）、
北
海
道
で
開
催

さ
れ
る
Ｇ
８
等
最
新
外
交
情
報

■
講
師　

兼
原
信
克
（
外
務
省
総

合
外
交
政
策
局
総
務
課
長
、
萩
高

校
卒
業
）

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
本
陣
内
日
本
外
交
協
会
萩
支
部

　
　
　
　
　
（
２
２
・
５
２
５
２
）

外
国
人
の
た
め
の
日
本
語

講
座
（
前
期
）

　

萩
市
お
よ
び
萩
市
周
辺
に
お
住

ま
い
の
外
国
人
が
、
円
滑
に
生
活

で
き
る
よ
う
、
基
礎
的
な
日
本
語

と
生
活
習
慣
を
習
得
す
る
た
め
の

日
本
語
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
16
日
〜
７
月
２
日

の
毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
内
容　

初
級
Ⅰ
・
Ⅱ

■
講
師　

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

■
受
講
料　

５
０
０
円（
資
料
代
）

主
催
・
申
し
込
み

日
本
語
ク
ラ
ブ
萩（
０
９
０
・
７
７

７
８
・
５
７
５
９
）
中
嶋

柑
き
つ
長
期
講
習
会

　

夏
み
か
ん
を
は
じ
め
と
し
た
柑

き
つ
栽
培
技
術
向
上
を
目
的
と
し

た
講
習
会
で
す
。

■
と
き　

４
月
〜
平
成
21
年
３
月

の
原
則
と
し
て
平
日
の
午
前
中

（
計
９
回
開
催
予
定
）

■
と
こ
ろ　

萩
柑
き
つ
試
験
場
等

■
内
容　

接
木
、
剪
定
、
病
害
虫

防
除
、
土
壌
管
理
等

■
講
師　

萩
農
林
事
務
所
農
業
部

員
、
全
農
や
ま
ぐ
ち
技
術
員
等

■
対
象
者　

柑
き
つ
栽
培
農
家
ま

た
は
今
後
栽
培
予
定
の
方

■
受
講
料　

年
間
３
０
０
０
円

■
定
員　

20
人
程
度
（
先
着
順
）

■
主
催　

山
口
県
柑
橘
同
志
会
長

北
部
会

申
し
込
み

４
月
６
日
ま
で
に
、
萩
地
域
農
林

事
務
所
（
２
５
・
３
１
３
８
）
へ

　生後３か月以上の飼い犬は毎年１回、狂犬病
予防注射を受けることが法律で義務付けられて
います。また、新たに生後３か月以上の犬を飼う
ときは、犬の生涯に一度の登録をしなければな
りません。
　市では、狂犬病予防注射と犬の登録受付を４
月、５月に実施します。都合の良い実施場所で受
けてください。

問い合わせ　環境衛生課（２５･ ３１４６）
　　　　　　　 各総合事務所市民生活課

狂犬病予防注射を実施

　実施場所・時間については、「注射日
程表」を送付します。また、「注射受付
票」を送付しますので、必ずご持参のう
え、予防注射を受けてください。
■料金（１頭につき）2,950 円

（注射料金 2,400 円、注射済票交付手
数料 550 円）

犬
の
飼
い
主

　
（
登
録
済
）の
方
へ

　実施場所・時間などは、市役所また
は各総合事務所で確認してください。
■料金（１頭につき）5,950 円

（登録料金 3,000 円、注射料金 2,400
円、注射済票交付手数料 550 円）

新
規
に
犬
を

  

飼
わ
れ
る
方
へ

★地域別予防注射日

犬の飼い主の皆さんへ

大島
萩地域（川内）
むつみ地域
萩地域（三見、木間、山田）
萩地域（川内、椿西、山田）
相島
萩地域（椿東、大井）、福栄地域
福栄地域
萩地域（椿東、川内）
見島
川上地域
旭地域
旭地域
須佐地域
須佐地域

４　

月

５
月 ８日㈭

  ２日㈬
  ３日㈭
  ４日㈮
  ７日㈪
  ８日㈫
  ９日㈬
10日㈭
11日㈮ 
14日㈪
15日㈫
18日㈮
21日㈪
22日㈫
23日㈬
24日㈭

田万川地域
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新
入
社
員
研
修
講
座

　

萩
商
工
会
議
所
で
は
、
新
入
社

員
が
職
業
人
と
し
て
必
要
な
基
礎

知
識
お
よ
び
技
能
の
修
得
を
目
的

に
研
修
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
７
日
（
月
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
建
設
会
館（
江
向
）

■
内
容　

専
門
講
師
に
よ
る
社
会

人
と
し
て
の
基
礎
知
識
や
仕
事
の

進
め
方
な
ど
の
研
修

■
講
師　

蔵
本
幸さ
ち

子こ

（
社
員
教
育

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）

■
対
象
者　

新
入
社
員
お
よ
び
入

社
３
年
目
ま
で
の
若
手
職
員
等

■
参
加
料　

１
人
２
０
０
０
円

（
非
会
員
３
０
０
０
円
）

■
定
員　

50
人

主
催
・
申
し
込
み　

萩
商
工
会
議
所

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
３
３
３
）

　
　
　

司
法
書
士
サ
ラ
金
ヤ
ミ
金

無
料
電
話
相
談
会

■
と
き　

４
月
５
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
４
時

■
内
容　

消
費
者
金
融
、
信
販
会

社
、
銀
行
等
へ
の
月
々
の
返
済
に

お
困
り
の
方
に
、
具
体
的
な
問
題

解
決
に
向
け
た
債
務
整
理
手
続
の

紹
介
等
の
ア
ド
バ
イ
ス

■
相
談
電
話
番
号　

　
　

０
１
２
０
・
０
０
３
８
２
１

問
い
合
わ
せ

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

　
（
０
８
３
５
・
２
２
・
６
５
３
３
）

不
動
産
表
示
登
記
に
関
す

る
無
料
相
談
会

■
と
き　

３
月
30
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

ア
ト
ラ
ス
萩
店

■
内
容

【
土
地
】
分
筆
・
合
筆
、地
目
変
更
、

土
地
の
面
積
等
の
更
正
、
土
地
の

境
界

【
建
物
】
新
築
・
増
築
、取
り
壊
し
、

分
割
、
区
分
等

■
相
談
員　

山
口
県
土
地
家
屋
調

査
士
会
会
員

問
い
合
わ
せ

山
口
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

　
（
０
８
３
・
９
２
２
・
５
９
７
５
）

萩
市
民
春
季
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
萩
地
域
予
選
大
会

　

１
部
・
２
部
の
優
勝
・
準
優
勝

チ
ー
ム
は
、
６
月
15
日
（
日
）
に

開
催
す
る
各
地
域
代
表
決
勝
大
会

に
出
場
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
13
日
（
日
）、
20

日
（
日
）
午
前
８
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

萩
ス
ポ
ー
ツ
広
場

■
対
象
者　

萩
地
域
在
住
の
社
会

人■
チ
ー
ム
編
成　

原
則
と
し
て
行

政
区
単
位
で
す
が
、
チ
ー
ム
編
成

が
困
難
な
場
合
は
隣
接
行
政
区
と

の
出
場
も
で
き
ま
す
。

◦
１
部　

年
齢
制
限
な
し
。
24
歳

以
下
の
選
手
は
４
人
以
内
で
出
場

で
き
ま
す
。
ま
た
、
36
歳
以
上
の

選
手
が
常
時
１
人
以
上
出
場
の
こ

と◦
２
部　

40
歳
以
上
。
た
だ
し
、

50
歳
以
上
の
選
手
が
常
時
３
人
以

上
出
場
の
こ
と

作業種別 金額

耕運

荒起こし 10a 当たり　6,900 円
くれ返し 10a 当たり　5,300 円
ディスクハロー 10a 当たり　5,000 円
荒代 10a 当たり　6,700 円
植代 10a 当たり　7,200 円

機械田植 10a 当たり　5,900 円
※ほとり植え・苗運搬は別

稲刈
バインダー

10a 当たり　9,200 円
※廻り刈りは別、ひも代は機械所有
者持ち

コンバイン 10a 当たり　18,900 円
※廻り刈り・もみ運搬は別

ハーベスター 10a 当たり　9,200 円

防除作業
10a 当たり　1,500 円

（動力散粉機による防除）
※農薬は別

乾燥・調製

60㎏当たり　900～1,100 円
（はぜ干し）
60㎏当たり　1,600～2,000 円

（なま）

育苗

1 箱当たり　500 円
（発芽  種子代含む）
1 箱当たり　650 円

（緑芽  種子代含む）
田植賃金 8 時間　7,000 円

農作業賃金
（８時間当たり）

重作業　7,400 円
（30㎏を扱う作業：男性のみ）
その他作業　5,600 円

　

萩
市
東
農
業
委
員
会
で
は
、
農

作
業
受
委
託
の
目
安
と
し
て
、
左

農
作
業
等

　

賃
金
標
準
額

だ
さ
い
。
ま
た
、
他
の
作
業
従
事

者
と
の
不
均
衡
が
生
じ
な
い
よ
う

に
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

萩
市
東
農
業
委
員
会　
　
　
　
　

　
（
０
８
３
８
７
・
２
・
１
４
０
０
）

田
万
川
・
む
つ
み
・
須
佐
・
福
栄
表
の
と
お
り
標
準
額
を
定
め
ま
し

た
。

　

こ
の
料
金
は
あ
く
ま
で
標
準
額

で
す
の
で
、
作
業
内
容
や
作
業
条

件
、
ほ
場
条
件
等
に
よ
り
双
方
協

議
の
う
え
、
料
金
を
決
定
し
て
く

平成
20年
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■
申
込
方
法　

３
月
21
日
ま
で

に
、
市
民
体
育
館
備
え
付
け
の
申

込
用
紙
を
提
出

※
川
上
・
田
万
川
・
む
つ
み
・
旭
・

須
佐
・
福
栄
の
各
地
域
予
選
は
調

整
中
で
す
。
詳
し
く
は
教
育
委
員

会
各
地
域
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

主
催
・
申
し
込
み

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
７
３
１
１
）

萩
市
長
杯
争
奪
市
内
高
等

学
校
硬
式
野
球
大
会

　

萩
、
萩
商
工
各
高
校
の
硬
式
野

球
部
が
対
戦
し
ま
す
。

■
と
き　

４
月
６
日
（
日
）
午
前

　

文
政
６
年
（
１
８
２
３
）
に
長

崎
出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
長
と
シ

ー
ボ
ル
ト
は
、
日
本
人
の
生
活
ぶ

り
を
描
く
40
点
の
作
品
を
葛
飾
北

斎
か
ら
受
け
取
り
ま
し
た
。現
在
、

こ
れ
ら
は
オ
ラ
ン
ダ
と
フ
ラ
ン
ス

の
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す

が
こ
の
40
点
が
初
め
て
一
括
し
て

里
帰
り
を
し
ま
す
。

　

展
覧
会
で
は
、
浮
世
絵
版
画
、

版
本
、
肉
筆
画
な
ど
多
様
な
作
品

約
２
０
０
点
を
展
示
し
ま
す
。

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、

学
生
８
０
０
円

■
会
期
中
無
休
（
展
示
替
え
の
た

め
、
４
月
28
日
（
月
）
は
休
館
）

※
４
月
４
日
（
金
）
ま
で
、
展
示

替
え
お
よ
び
燻
蒸
作
業
・
設
備
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、全
館
休
館
。

８
時
30
分
〜
（
開
会
式
）

■
と
こ
ろ　

萩
ス
タ
ジ
ア
ム　

主
催
・
問
い
合
わ
せ

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

　
　
　
　
　
（
２
５
・
７
３
１
１
）

山
口
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
品
の
展
示

　

統
計
知
識
の
普
及
と
統
計
の
表

現
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
て
実

施
し
た
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

の
特
選
・
入
選
作
品
20
点
を
展
示

し
ま
す
。

■
と
き　

３
月
21
日
（
金
）
〜
26

日
（
水
）

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
ロ
ビ
ー

■
主
催　

山
口
県
統
計
協
会

問
い
合
わ
せ

企
画
課　
　
（
２
５
・
３
４
３
１
）

ぼ
ん
ぼ
り
流
し
雛
と
流
し

雛
　

現
在
、
旧
久
保
田
家
住
宅
な
ど

市
内
10
か
所
で
開
催
中
の
「
萩
城

下
の
古
き
雛
た
ち
」
の
最
終
日
に

あ
わ
せ
て
、流
し
雛
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
前
日
の
夕
方
に
は
、
雛

を
描
い
た
１
０
０
基
あ
ま
り
の

県
立
萩
美
術
館・

　
　
　

浦
上
記
念
館

☎
２
４・２
４
０
０

©Bibliothèque nationale de France

北
斎
〜
シ
ー
ボ
ル
ト
の
見
た
日
本

４
月
５
日
㈯
〜
５
月
18
日
㈰葛飾北斎派「町屋の娘」

「
ぼ
ん
ぼ
り
」
に
火
を
灯
し
て
流

し
ま
す
。

○
ぼ
ん
ぼ
り
流
し
雛

■
と
き　

４
月
２
日
（
水
）
午
後

６
時
30
分
～
７
時
30
分

○
流
し
雛

■
と
き　

４
月
３
日
（
木
）
午
前

10
時
～
11
時

■
と
こ
ろ　

い
ず
れ
も
藍
場
川
沿

い
（
旧
湯
川
家
屋
敷
か
ら
桂
太
郎

旧
宅
前
）

■
主
催　

萩
城
下
の
古
き
雛
た
ち

実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

観
光
課
（
２
５
・
３
１
３
９
）　

萩
博
物
館

紙
芝
居
と
民
話
の
上
演

■
と
き　

４
月
５
日
か
ら
毎
週
土

曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
２
時

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館

■
内
容　

紙
芝
居
「
空
か
け
る
化

け
物
」「
白
牛
伝
説
」、
民
話
「
身

が
わ
り
地
蔵
」
ほ
か

■
演
者　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
博
「
民
話

語
り
部
班
」

問
い
合
わ
せ　

萩
博
物
館
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
事
務
局

　
　
　
　
　
（
２
５
・
３
１
７
７
）

◆マイたうん萩（10 分間）
◦３月20日放送   「新図書館」、
　　　　　　　　  「日曜日に窓口業務を開設」
◦３月27日放送  「エコプラザ・萩」

問い合わせ　広報課（２５・３１７８）

★毎週木曜放映、金曜日再放送

萩市の行政番組
（ケーブルテレビ）放送予定

萩博物館
☎２５・６４４７

4 月 8 日㈫まで

宮本常一の
まなざしを
追って・萩

旅する民俗学者 　萩ケーブルテレビのデジタルチャンネルで
見ることができます。
■放送予定日　３月16日（日）正午〜、20日（木・
祝）午後７時〜、22日（土）午後１時〜、４月５日

（土）午後10時〜、11日（金）午前０時〜
■放送局　CS日本映画専門チャンネル（752ch）

映画「長州ファイブ」
ＣＳテレビで放映

〜3/21（予定）
上映中
上映中

3/15〜
3/29〜

★火曜日休館 ☎２６・６７０５
ツイン・シネマ 上映案内

■上映案内（24時間）　☎２６・６７０６

●アース
●ライラの冒険 黄金の羅針盤
●ジャンパー
●恋空
●マリと子犬の物語
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18㊋、21㊎、25㊋、28㊎ ●おはなしの森 11：00〜11：30 子ども図書館

18 ㊋  あんずの会（読書会） 14：00〜 萩図書館

 茶話会（読書会） 14：00〜 須佐図書館

19 ㊌  リサイクル新聞の日 9：30〜 萩図書館

22 ㊏  わくわくの会 14：30〜子ども図書館

23 ㊐  リサイクル雑誌の日 9：30〜 萩図書館

26 ㊌  春休み特別行事−は・は・はるだよ− 10：30〜 須佐図書館

 おはなしのろうそく 14：30〜 須佐図書館

29 ㊏  春休み特別行事−は・は・はるだよ− 14：30〜子ども図書館

【休館日】 各図書館：17㊊、19㊌、20㊍㊗、24㊊、31㊊
　　　　 明木図書館：24㊐

■問い合わせ 健康増進課☎ 26-0500、各総合事務所健康福祉課

26㊌
萩健康福祉センター ☎25・2663

　心の健康相談 13：00〜

※下記は、要予約

※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事 16㊐ 　朝日杯争奪バスケットボール選抜大会
　（中学校の部）　　　　　　8：30〜市民体育館ほか

19㊌ ●川上地域親睦ソフトバレーボール大会
19：30〜川上体育館

22㊏ 　朝日杯争奪バスケットボール選抜大会
　（高校の部）〜23日　　　 8：30〜市民体育館ほか

　萩市中体連春季野球大会〜23日
9：00〜萩東中学校グラウンド

23㊐ 　Uー6萩ちびっこワールドカップサッカー大会
9：30〜萩ウェルネスパーク萩スポーツ広場

27㊍ 　会長杯争奪ゲートボール大会
9：00〜萩甲子園球場

30㊐ ●ソフトバレーボール弥富大会
9：00〜弥富小学校体育館ほか

◆ふたば園（２２･２８７７）
毎週火曜日●おもちゃ図書館地域開館日 10：00〜15：00

18㊋ 絵本の読み聞かせ
「ガタンゴトンの会」 11：00〜11：30

25㊋ 親子遊び「ぽっぽの会」
「お絵描き」※2歳未満児 13：30〜14：00

9：30〜萩市保セ
13：30〜萩市保セ

13：30〜大井貞平公会堂
13：30〜県漁協玉江浦支店

10：00〜萩市保セ
13：00〜萩市保セ
9：30〜萩市保セ
9：30〜萩市保セ

9：30〜相島文化センター
13：00〜萩市保セ

13：30〜川島公会堂
10：00〜萩市保セ
13：00〜萩市保セ

13：30〜雑式町集会所

●マタニティクッキング
　メタボ予防教室
　大井貞平健康教室
　玉江浦・倉江健康教室
●１歳の児集まれ教室
●１歳６か月健康診査
●４か月児健康相談
　ヘルシークラブ
●相愛キッズ
● 3 歳児健康診査
　川島地区健康教室
●ツインズサークル
● 10 か月児健康相談
　雑式町健康教室

17 ㊊

18 ㊋

19 ㊌

21 ㊎
24 ㊊
25 ㊋
26 ㊌

27 ㊍

28 ㊎

萩 地域

9：30〜須佐郵便局
13：30〜須佐保セ
9：30〜やまびこ
9：30〜須佐保セ
9：30〜やまびこ

　まちの保健室健康相談
　活き活きリハ会
　弥富はつらつ楽食会
●育児学級
　弥富元気もりもり体操

17 ㊊

18 ㊋
19 ㊌
21 ㊎  

須佐 地域

10：00〜川上保セ●とことこクラブ毎週㊍
川上 地域

9：30〜福栄保セ
10：00〜福栄保セ

●乳児相談
●のびのび会

19 ㊌
27 ㊍

福栄 地域

10：00〜むつみ農村環境改善セ●乳幼児健康相談21 ㊎
むつみ 地域

9：30〜田万川保セ
10：00〜田万川保セ

　やってみよう会
　おや自炊教室

18 ㊋
24 ㊊

田万川 地域

■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、
　歯科は萩地区消防本部（☎25・2772）で確認してください。
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●生涯学習講演会「笑って元気 愚痴をいっても仕方ない」            （13：30〜/市民館）外科 都志見（江向） 22･2811
○萩市健康福祉のまちづくり住民の集い （13：30〜/サンライフ萩）内科 中嶋（今古萩町） 22･2206

産婦人科なかむら（熊谷町） 22･1557
歯科 内藤（三見） 27･0009

●人権・行政相談 （9：00〜/田万川保健センター）外科 しげおか（今古萩町）25･9170
内科 しげおか（今古萩町）25･9170

小児科いわたに（椿東） 24･2100
●無料法律相談 （10：00〜/市役所）外科 玉木（瓦町） 22･0030
○心配ごと相談 （13：30〜/総合福祉センター）内科 藤原（土原） 22･0781
●行政相談  （10:00〜/むつみコミュニティセンター、13：00〜/むつみ農村環境改善センター）外科 萩市民（椿） 25･1200

内科 全真会（玉江浦） 22･4106
○山口福祉文化大学卒業式 （10：30〜/山口福祉文化大学）外科 花宮（平安古町） 25･8738

内科 中坪（今魚店町） 22･5430
産婦人科都志見（江向） 22･2811
歯科 まつお（無田ヶ原口）26･1222

○萩ブロック交通事故等相談所の出張相談 （10：00〜/須佐総合事務所）外科 田町（東田町） 24･1234
○日本外交協会萩支部講演会 （18：00〜/萩本陣）内科 柳井（橋本町） 22･0748
○きれいなまち・萩推進市民会議美化活動 （9：00〜/農産物加工販売所つつじ周辺）外科 平岡（新川東） 25･7100

内科 わたぬき（東浜崎町）25･2020
●萩第二リサイクルセンター 竣工式・オープニングフェスティバル 外科 めづき（土原） 22･2248

（10：00〜/萩第二リサイクルセンター）内科 山本（前小畑） 26･0077
○萩の特産屋台村、どっちも料理しよう （10：00〜/田町商店街）産婦人科なかむら（熊谷町） 22･1557
○萩高等学校吹奏楽部 定期演奏会 （14：00〜/市民館）歯科 南崎（椿） 22･3718

外科 都志見（江向） 22･2811
内科 萩慈生（玉江） 25･6622

●行政相談 （9：00〜/須佐総合事務所）外科 しげおか（今古萩町）25･9170
○心配ごと相談 （13：30〜/総合福祉センター）内科 しげおか（今古萩町）25･9170
○出張年金相談所の開設 （10：00〜/田万川総合事務所）外科 玉木（瓦町） 22･0030

内科 市原（塩屋町） 22･0184
●行政相談 （10：00〜/川上公民館）外科 メディカルポート萩（堀内）24･0082

内科 萩市民（椿） 25･1200
外科 田町（東田町） 24･1234
内科 波多野（堀内） 25･2788

○ＮＰＯ萩まちじゅう博物館イベント （9：30〜/萩博物館）外科 田町（東田町） 24･1234
○池坊萩橘支部 〜 30 日 （10：00〜/市民体育館）内科 藤原（土原） 22･0781
●転入・転出窓口業務の開設（午前中） （8：30〜/市役所本庁）外科 兼田（吉田町） 22･1113
○お成り道劇場公演 （13：30〜/田町商店街 ジョイ201）内科 玉木（瓦町） 22･0030

小児科いわたに（椿東） 24･2100
産婦人科都志見（江向） 22･2811
歯科 村上（唐樋町） 25･2828
外科 池本（玉江浦） 25･7575
内科 柳井（橋本町） 22･0748

情報カレンダー

※小児科は上記以外、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、
　歯科は萩地区消防本部（☎25・2772）で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM８：30〜PM５：30

16日㊐
20日㊗
23日㊐
30日㊐

［内科］
［内外科］
［内科］
［内科］

松原（須佐）
齋藤（阿武町）
むつみ（吉部上）
福川（福井下）

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

●萩市主催・共催の行事

3月 32

日月火水木金土
1

4 5 6 8
9 101112 1314

7
15

2122
292324

3031

161718
2526
19 20

2827

夜間・休日当番医

08387・6・5055
08388・2・2838
08388・6・0149
52・0027

16→31日 日
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慶弔だより
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

co
n

g
ratu

latio
n

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載して
います。（敬称略）※２月16日〜２月29日受付分

　「春
はるつげうお

告魚」とも呼ばれるメバル。早春の３月か
ら４月がお産のシーズンで、卵ではなく５㎜位の
大きさの仔

し ぎ ょ

魚を産みます。この時期、魚市場でも
お腹がパンパンに張ったメバルを見かけます。棲
む場所の環境や水深によって、体色が違い、赤・黒・
金と魚市場では別々の箱に入れてセリに掛けられ
ます。
　もっともおいしいとされるのは金メバル、それ
も萩では尺モノ (30㎝級 ) が珍しくなく、萩の漁
場が荒れていない証拠です。一年中おいしい魚で
すが、早春の時期が旬とされ、漁獲も多いため、
早春の魚とされています。メバルの焼き身をほぐ
して、味噌と一緒にすり鉢で合わせ、ご飯にかけ
て食べる漁師料理、特別な名前もない料理ですが、
これぞ隠れた萩の郷土料理だと思います。

■人の動き（平成 20 年２月末日）
　人口／57,428人（前月比−30）
　男／26,393人（前月比ー26）　
　女／31,035人（前月比−4）　

世帯数／24,529世帯（前月比ー5）
出生／26人　死亡／72人（2月分）

　昨年夏、嶋田さん住宅の広い庭を会場に、
地域の子どもたちがＪＡあぶらんど萩女性部
江崎支部（代表、嶋田恵子さん）の皆さんと、
昔から伝わるワカメむすび、きな粉むすび作
りに挑戦。ＪＡの家庭雑誌『家の光』2007
年 11 月号の特集「伝えよう、ふるさとの米
料理」に、紹介されました。約 130 年続く
この家を舞台に、「素朴ながらも、一度食べ
たら忘れないその味は大人から子どもまで広
く愛され」、そして受け継がれていきます。

表紙

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

お悔やみ申し上げます
氏　名 年  齢 住　所死亡日

「嶋田家住宅」（江崎・松崎）

萩景観賞歴史景観部門
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